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液
肥
の
利
用
が
増
加

２
千
ト
ン
超
え
る

　　
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

で
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
使
っ
て
、

73
万
４
５
５
㌔
㍗
（
２
０
０
～

３
０
０
世
帯
の
電
力
使
用
量
相

当
分
）を
発
電
し
て
い
ま
す（
昨

年
度
実
績
）。
メ
タ
ン
発
酵
消

化
液
は
、
バ
イ
オ
ガ
ス
を
作
る

過
程
で
で
き
る
液
体
で
、
窒
素
、

リ
ン
酸
、
カ
リ
な
ど
の
肥
料
成

分
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
メ
タ
ン
発
酵
消
化

液
を
液
状
の
肥
料
（
以
下
、
液

肥
）
と
し
て
農
業
に
役
立
て
る

こ
と
で
、
資
源
の
循
環
を
促

進
さ
せ
、
環
境
に
や
さ
し
い
農

業
の
普
及
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。

　

現
在
、
液
肥
は
主
と
し
て

水
稲
栽
培
に
使
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
牧
草
、
玉
ね
ぎ
、
ブ
ロ
ッ

コ
リ
ー
な
ど
の
畑
作
に
も
普
及

し
、
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

液
肥
の
利
用
量
は
、
液
肥
利

用
初
年
度
の
平
成
22
年
度
が

２
８
７
㌧
で
し
た
が
、
昨
年
度

は
そ
の
６
倍
以
上
の
１
８
４
５

㌧
と
な
り
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
42
人
の
農
家
が

水
稲
基
肥
と
し
て
使
用
し
た
こ

と
を
は
じ
め
、
国
営
開
発
農
地

な
ど
で
畑
作
に
も
使
わ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
７
月
９
日
現
在

で
２
１
０
０
㌧
の
液
肥
が
使
わ

れ
て
い
ま
す
。

液
肥
利
用
米
の

食
味
値
は
80
ポ
イ
ン
ト

　　

市
が
27
㌶
の
農
地
で
実
施
し

た
モ
デ
ル
実
証
栽
培
で
は
、
昨

年
度
の
実
績
で
１
反
当
た
り
の

水
稲
の
収
穫
量
は
平
均
４
９
３

㌔
、
食
味
値
（
※
）
は
平
均
で

80
ポ
イ
ン
ト
と
な
り
ま
し
た
。

市
内
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
慣
行
栽
培

が
、
１
反
当
た
り
の
収
穫
量
が

平
均
５
０
４
㌔
で
食
味
値
平

均
79
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
液
肥
を
利
用
し
た
水
稲
栽

培
で
も
、
慣
行
栽
培
と
比
べ
て

違
い
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。

　
※
食
味
値
と
は
、「
ア
ミ
ロ
ー
ス
」

「
タ
ン
パ
ク
質
」「
水
分
」「
脂
肪
酸
度
」

の
成
分
を
測
定
し
て
数
値
化
し
た
も

の
で
、
満
点
の
１
０
０
ポ
イ
ン
ト
に
近

い
ほ
ど
お
い
し
い
お
米
と
い
わ
れ
て
い

ま
す
。

　市内外の食品製造会社や一般家庭の
食品廃棄物の処理を引き受けるとともに、
食品廃棄物が原料の液肥を使った農産物
を会社や家庭で利用していただくことに
より、広域的な資源循環の構築を図る。

エコエネルギーセンター

　食品製造会社や家庭
から、食品残

ざん

渣
さ

を受け
入れる。

　エコエネルギーセンターで
は、食品製造会社や家庭から
搬入された残渣をメタン発酵
により処理し、液肥を製造する。

液肥を使って農作物を
栽培する

循環米・野菜

液
肥

食品残渣

エコエネルギーセンターを
核とした資源循環の取り組み

液肥の利用で資源循環を
 「環のちから」ブランドで農作物の流通目指す

特  

集
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市
で
は
、
京
丹
後
市
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
（
弥

栄
町
船ふ

な

木き

）
で
行
っ
て
い
る
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
※
や
資

源
の
利
活
用
な
ど
を
推
進
し
、
循
環
型
社
会
の
構
築
に

努
め
て
い
ま
す
（
左
ペ
ー
ジ
上
の
図
）。
今
回
の
特
集
は
、

バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
を
し
た
際
に
で
き
る
「
メ
タ
ン
発
酵

消
化
液
」
を
農
業
に
生
か
す
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

液
肥
の
利
用
で
資
源
循
環
を

 「
環
の
ち
か
ら
」
ブ
ラ
ン
ド
で
農
作
物
の
流
通
目
指
す

特  集

◀液肥を使っていることを示
す看板が立つ丹後町成願
寺の飼料用トウモロコシ畑

▲京丹後市エコエネルギーセンター

　
※
メ
タ
ン
発
酵
菌
が
生
ご
み
な
ど
の
有
機
性
廃
棄
物
を
メ
タ
ン
ガ
ス
に

換
え
、
こ
の
ガ
ス
を
使
っ
て
発
電
す
る
シ
ス
テ
ム
。

市政トピックス	 P6
「犯罪被害者等支援条例」受け市と京丹後
警察署が協定／京丹後市副市長に大村隆氏
を選任　ほか

京たんごスポーツ	 P22
みんなの広場	 P18

京都府のひろば	 P16

情報ファイル	 P24
市の文化財／ジオトピックス／宮川優のたんご
優遊見聞録／図書館だより／広報クイズ　ほか

“笑顔”で京丹後を宣伝する
 　京丹後宿おかみさんの会

目　次
index

ホタルの乱舞に歓声上がる／〝釣りガール〟野
間川でアユ釣りを体験　ほか

まちのわだい	 P12

生命の絆	 P23

	 P8
京
わ が ま ち

丹後市の台所事情⑧／京丹後市の学校教
育改革、「小中一貫教育」を柱に②　ほか

	 P2

京丹後人 ㉘	 P28

特  

集

地域医療の現場から	 P17
―The Healthy Life―

消防の広場	 P14

“きもの”のある風景

　今月号から、表紙写真をリニューアル。「“き
もの”のある風景」がスタートしました。広報きょ
うたんごを通じて、着物の楽しみ方などを提案。
京丹後市きもの交流会（堤

つつみ

木
もく

象
ぞう

会長）との共同
企画です。
　本格的な夏到来！　そこで今月号では、「涼」
をテーマに、網野町新庄にある観光スポット「霧
降りの滝」で撮影しました。
（左から三浦明

あ す か

日夏さん、安井松弘さん、松田葵さん、
堤木象さん、松本妃

ひ

奈
な

乃
の

さん、デイヴィッド・グリー
ンウッドさん）
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食
品
残ざ

ん

渣さ

に
限
定
し

安
全
性
を
確
保

　　
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

に
持
ち
込
ま
れ
る
の
は
、
芋
ク

ズ
や
モ
ヤ
シ
、
コ
ー
ヒ
ー
豆
の

カ
ス
な
ど
の
食
品
残ざ

ん

渣さ

※
に
限

定
し
て
い
ま
す
（
上
図
参
照
）。

当
初
は
、
企
業
か
ら
排
出
さ
れ

る
食
品
残
渣
の
み
を
利
用
し
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
１
月
か
ら

は
、
市
内
約
２
０
０
世
帯
か
ら

出
る
生
ゴ
ミ
を
試
験
的
に
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
企
業
や
家
庭

か
ら
で
る
食
品
の
残
渣
だ
け
を

受
け
入
れ
の
対
象
に
す
る
こ
と

で
、
肥
料
と
し
て
の
安
全
性
を

確
保
し
て
い
ま
す
。

※
食
品
残
渣
と
は
、
食
品
の
加
工
・

調
理
の
過
程
な
ど
で
発
生
す
る
未
利

用
食
品
や
食
べ
残
し
な
ど
の
総
称
。

府
知
事
認
定
の

エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
資
材
に

　　

液
肥
が
、
有
機
物
で
あ
る
食

品
残
渣
か
ら
で
き
て
い
る
こ
と

か
ら
、
今
年
４
月
に
、
京
都
府

知
事
が
認
定
す
る
エ
コ
フ
ァ
ー

マ
ー
（
水
稲
部
門
）
の
認
定
資

材
に
加
え
ら
れ
ま
し
た
。
液
肥

が
安
全
な
肥
料
で
あ
り
、
環
境

　昨年から液肥を利用した水稲栽培に
挑戦しました。昨年は、私が経営する約
８㌶の水田のうち１㌶で液肥を利用しま
した。稲の生育全般を通じて、液肥で
大きな効果が得られると感じました。
　今年は、液肥の散布面積を５㌶に拡

大して取り組んでいます。現在の生育状
況も、昨年と同様に順調です。
　液肥は市販肥料よりも格段に安く、オ
ペレーターに散布もしてもらえるので、コ
スト削減、労力削減の両面で非常に助
かっています。

「液肥は安く、散布もしてもらえる」

水稲・玉ねぎ・ジャガイモに利用

家庭や企業などか
ら出た食品残渣

バイオガス

排水処理設備

発電

河川放流

メタン発酵消化液（液肥）農地で利用

メタン発酵槽

京丹後市
エコエネルギーセンター

エコエネルギーセンター
での発電と資源循環の流れ
おおまかな流れを表しています

に
や
さ
し
い
こ
と
が
認
め
ら
れ

た
こ
と
で
、
市
が
推
進
す
る
環

境
保
全
型
農
業
が
さ
ら
に
発
展

し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。

「
環
の
ち
か
ら
」

ブ
ラ
ン
ド
立
ち
上
げ

　　

市
で
は
、
昨
年
12
月
、
液
肥

利
用
農
産
物
を
有
利
に
販
売
す

る
た
め
に
、
同
農
産
物
を
「
環

の
ち
か
ら
」
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

売
り
出
す
こ
と
を
決
め
ま
し

た
。
ま
た
、
ブ
ラ
ン
ド
名
の
決

定
に
合
わ
せ
て
、
液
肥
利
用
の

農
家
35
人
で
構
成
す
る
「
京
丹

後
市
液
肥
利
用
者
協
議
会
」（
尾

畑
與よ

市い
ち

会
長
）
を
設
立
。
同
会

で
は
、
液
肥
利
用
技
術
に
つ
い

て
の
調
査
研
究
や
情
報
交
換
を

行
う
と
と
も
に
、
販
売
促
進
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
同
会
で
は
平
成
24

年
産
米
か
ら
の
販
売
を
目
指
し

て
、
栽
培
方
法
を
統
一
化
し
た

り
、
販
路
を
開
拓
し
た
り
し
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
、
継
続
的
に

安
心
・
安
全
で
お
い
し
い
農
産

物
を
販
売
す
る
た
め
の
仕
組
み

づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

将
来
的
に
は
、
学
校
給
食
へ

の
提
供
や
、
学
校
給
食
か
ら
出

た
残
渣
の
受
け
入
れ
も
視
野
に

入
れ
、
子
供
た
ち
の
環
境
学
習

に
も
役
立
て
ら
れ
る
よ
う
な
生

産
に
取
り
組
み
ま
す
。

効
率
的
に
散
布
し
て

散
布
量
の
増
加
を

　　

液
肥
を
ほ
場
に
散
布
す
る

た
め
に
は
、
液
肥
散
布
専
用
の

自
走
式
ク
ロ
ー
ラ
車
が
必
要
で

す
。
現
在
、
液
肥
の
散
布
を
行

う
指
定
管
理
者
が
所
有
す
る
散

布
車
１
台
で
、
市
内
各
所
の
散

布
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
の
田
植
え
前
に
散
布
し

た
液
肥
の
量
は
１
３
８
０
㌧
。

液
肥
を
散
布
す
る
時
期
が
集
中

す
る
こ
と
や
、
ク
ロ
ー
ラ
ー
車

の
積
載
量
が
２・
５
㌧
で
あ
る

た
め
、
エ
コ
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン

タ
ー
か
ら
離
れ
た
遠
い
農
地
で

散
布
す
る
場
合
に
は
、
中
継
タ

ン
ク
を
設
置
す
る
な
ど
工
夫
し

て
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
さ
ら
に
効

率
よ
く
液
肥
散
布
を
行
う
こ

と
と
、
国
営
開
発
農
地
な
ど
畑

地
へ
の
液
肥
利
用
を
推
進
す
る

こ
と
で
散
布
の
時
期
を
分
散
さ

せ
、
通
年
の
散
布
量
を
増
や
す

こ
と
で
す
。

液
肥
の

全
量
利
用
を
目
指
し
て

　　

平
成
23
年
度
の
液
肥
生
成

量
と
し
て
試
算
し
た
量
は
、
約

１
万
㌧
。
こ
れ
に
対
し
て
、
農

地
へ
の
散
布
量
は
１
８
４
５
㌧

で
し
た
。
散
布
で
き
な
か
っ
た

液
肥
は
、
排
水
処
理
施
設
で

浄
化
し
て
河
川
へ
放
流
し
ま
し

た
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
液
肥
を

利
用
す
る
こ
と
で
、
化
学
肥
料

の
使
用
が
削
減
さ
れ
る
と
と
も

に
排
水
処
理
に
か
か
る
コ
ス
ト

も
抑
制
で
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
資
源
循
環
や
環
境

保
全
型
農
業
を
よ
り
一
層
推
進

す
る
た
め
に
、
指
定
管
理
者
と

協
力
し
て
生
成
さ
れ
る
液
肥
の

全
量
を
農
業
利
用
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
ま
す
。

資
源
循
環
の仕

組
み
づ
く
り

　　

家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
生
ご

み
な
ど
を
バ
イ
オ
ガ
ス
発
電
の

原
料
と
す
る
た
め
に
は
、
卵
の

殻
や
大
き
な
骨
を
除
く
な
ど
各

家
庭
で
の
生
ご
み
分
別
が
必
要

に
な
る
ほ
か
、
収
集
体
制
も
整

え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
液
肥
の
利
用
普
及

と
併
せ
て
、現
在
試
験
的
に
行
っ

て
い
る
約
２
０
０
世
帯
の
生
ご

み
の
分
別
収
集
状
況
を
踏
ま
え

て
、
焼
却
ご
み
の
減
量
と
資
源

の
地
域
循
環
の
取
り
組
み
を
進

め
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　エコエネルギーセンターに集まった食品残渣は、メタン発
酵槽に入れられます。そこからバイオガスを作って発電したり、
液肥を作ったりしています。農業利用できなかった液肥は、排
水処理施設を通して、浄化してから河川に放流しています。な
お、河川への放流は、排水基準よりも厳しい独自の管理基準
を設定し、水質の管理を徹底しています。

「収量が増え“クズ米”が減った」

　水稲、玉ねぎ、ジャガイモに液肥を
利用しています。液肥を使うことで、水
稲の収量が上がり、クズ米が格段に減
りました。稲株を腐熟させることを目的
に行った秋散布では、土中にすき込ん
だ稲株が跡形もなく腐って消えていたこ

とに大変驚きました。
　玉ねぎは、昨年は早く液肥を散布し
過ぎたため、途中で肥料切れを起こし
てしまいました。今年の秋は、散布の
時期をもう少し遅らせたいと思います。

安
やす

井
い

利
とし

幸
ゆき

さん（網野町新
しん

庄
じょ

）

水
み

無
な

瀬
せ

宏
ひろむ

さん（大宮町河
こう

辺
べ

）

水稲に利用

生 産 者 の 声

▲液肥を使ったほ場で稲刈りを行う安井さん

◀液肥散布専用の
自走式クローラー車

▶「環のちから」ブランド
の水稲ほ場（大宮町河辺）

不使用分

液肥の利用で資源循環を
 「環のちから」ブランドで農作物の流通目指す

特  

集
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安心・安全
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条
例
」
受
け
、市
と
京
丹
後
警
察
署
が
協
定

犯
罪
被
害
者
の
支
援
へ 

連
携
を
強
化

財政

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）
が
成
立

「
幸
福
度
調
査
」経
費
な
ど
９
億
8978
万
円
追
加

人事

京
丹
後
市
副
市
長

大
村 

隆
氏
を
選
任

節電対策
市役所の節電対策　9月7日まで実施

こまめな電源オフなどで 22年比18%減へ

昨年度社会実験として実施したKTRの高
齢者片道上限200円乗車を平日に拡大

人事

京
丹
後
市
教
育
委
員
会

委
員
長
に
小
松
慶
三
さ

ん

委員長職務代理者

文
も ん

珠
じ ゅ

 清
き よ

道
み ち

 さん 大
お お

村
む ら

 隆
たかし

 副市長
委　員　長

小
こ

松
ま つ

 慶
け い

三
ぞ う

 さん

教　育　長

米
よ ね

田
だ

 敦
あ つ

弘
ひ ろ

 さん

　
協
定
書
は
、
こ
の
４
月
１
日
に

施
行
し
た
「
京
丹
後
市
犯
罪
被

害
者
等
支
援
条
例
」
に
基
づ
き
、

市
と
警
察
署
の
協
力
内
容
な
ど

に
つ
い
て
取
り
決
め
た
も
の
。

　

犯
罪
被
害
に
遭あ

っ
た
人
な
ど

か
ら
の
相
談
に
対
し
て
、
市
と

同
署
が
連
携
し
て
支
援
を
す
る

必
要
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
た
場

合
は
、
協
議
し
な
が
ら
進
め
て

い
く
こ
と
や
、
そ
れ
ぞ
れ
が
行
う

支
援
策
に
つ
い
て
相
互
に
協
力

す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
ま

す
。

　

調
印
式
は
市
役
所
峰
山
庁
舎

で
行
わ
れ
、
中
山
泰
市
長
と
前

田
保
則
京
丹
後
警
察
署
長
が
協

定
書
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

中
山
市
長
は
「
犯
罪
被
害
者

の
方
の
平
穏
を
一
日
も
早
く
取

り
戻
せ
る
よ
う
に
条
例
を
し
っ

か
り
と
施
行
し
、
警
察
署
と
の

連
携
協
力
に
よ
り
、
犯
罪
被
害

者
支
援
に
全
力
を
尽
く
し
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
。
前
田
署
長
は
「
市

と
警
察
が
連
携
協
力
を
一
層
強

め
る
こ
と
で
、
被
害
者
支
援
策

の
効
果
を
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
協
定
を
生
か
し
て
、
犯

罪
被
害
者
の
方
の
視
点
に
立
っ

た
対
策
を
し
っ
か
り
と
し
て
い

き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

ン
テ
ィ
ア
の
充
実
や
ケ
ー
ブ
ル
テ

レ
ビ
を
活
用
し
た
学
習
支
援
の

方
策
な
ど
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

Ｋ
Ｔ
Ｒ
利
用
促
進
事
業		



　
　

�

▼
７
２
７
万
円

　

北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ

Ｒ
）
の
利
用
促
進
の
た
め
の
各
種

事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。
高
齢

者
Ｋ
Ｔ
Ｒ
上
限
２
０
０
円
レ
ー

ル
事
業
（
５
２
１
万
円
）、
Ｋ
Ｔ

Ｒ
番
組
制
作
事
業
（
89
万
円
）、

Ｋ
Ｔ
Ｒ
利
用
促
進
啓
発
グ
ッ
ズ

の
作
成
（
72
万
円
）、
住
民
企
画

列
車
運
行
支
援
事
業
（
31
万
円
）

ほ
か
を
実
施
し
ま
す
。

丹
後
建
国
１
３
０
０
年
記
念
準

備
経
費			



　

　

�

▼
２
７
６
万
円

　

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
の

丹
後
建
国
１
３
０
０
年
記
念
事

業
の
準
備
経
費
と
し
て
、
実
行

委
員
会
へ
の
負
担
金
（
76
万
円
）

や
啓
発
経
費
（
２
０
０
万
円
）
を

計
上
し
て
い
ま
す
。

地
域
に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
設

置
経
費		

　
　

�
�

▼
３
８
１
万
円

　
「
地
域
に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
」

を
市
内
全
域
（
６
市
民
局
）
に
配

置
し
ま
す
。
地
域
の
特
性
や
特
徴

を
生
か
し
な
が
ら
、
市
民
と
行
政

と
の
協
働
に
よ
る
地
域
自
治
活
動

な
ど
の
活
性
化
を
推
進
し
ま
す
。

の
在
り
方
を
研
究
し
ま
す
。

企
業
立
地
推
進･

商
工
業
総
合

振
興
条
例
（
仮
称
）
等
検
討
事
業

�

▼
２
６
３
万
円

　

企
業
立
地
の
推
進
や
商
工
業

の
総
合
的
な
振
興
に
関
す
る
新

た
な
条
例
制
定
に
向
け
た
調
査
、

検
討
を
行
い
ま
す
。

「
教
育
立
市
」
実
現
に
向
け
た
学

習
支
援
の
検
討

�

▼
21
万
円

　

地
域
を
あ
げ
て
子
ど
も
た
ち

を
育
み
、
生
涯
を
通
じ
て
学
び
を

深
め
る
「
教
育
立
市
」
の
実
現
に

向
け
、
学
校
現
場
へ
の
地
域
ボ
ラ

幸
福
度
指
標･
事
業
調
査
検
討

経
費

�
▼
１
１
２
万
円

　

市
民
の
真
の
喜
び
と
幸
福
、

市
民
総
幸
福
の
最
大
化
に
向
け

た
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、
幸
福

度
調
査
の
実
施
と
指
標
化
、
他

地
域
・
国
な
ど
へ
の
貢
献
と
交
流

協
定
書
に
署
名
し
、
連
携
協
力
を
誓
っ

て
固
い
握
手
を
交
わ
す
中
山
市
長
（
右
）

と
前
田
署
長

　

京
丹
後
市
副
市
長
に
、
元
市

職
員
の
大
村
隆
氏
（
丹
後
町
大

山
・
58
）
を
市
議
会
の
同
意
を

得
て
選
任
し
ま
し
た
。
任
期
は

７
月
１
日
か
ら
４
年
間
で
す
。

【
主
な
略
歴
】
昭
和
47
年
４
月
、
旧

丹
後
町
の
職
員
に
採
用
さ
れ
、
議

会
事
務
局
長
、
総
務
課
長
な
ど
を

歴
任
。
合
併
後
は
丹
後
市
民
局
長
、

建
設
部
長
を
務
め
、
今
年
３
月
に

退
職
。

　

京
丹
後
市
教
育
委
員
会
委
員

長
に
小
松
慶
三
さ
ん
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
任
期
は
７
月
８
日
か
ら

１
年
間
。
ま
た
、
委
員
長
職
務
代

理
者
に
は
文
珠
清
道
さ
ん
が
再
任

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
７
月
３
日

か
ら
１
年
間
で
す
。

教
育
長
に
米
田
敦
弘
さ
ん

　

京
丹
後
市
教
育
委
員
会
教
育

長
に
米
田
敦
弘
さ
ん
が
再
任
さ

れ
ま
し
た
。
任
期
は
７
月
８
日

か
ら
４
年
間
で
す
。

　東日本大震災に伴う原子力発電所事故の影響により、今
夏の電力使用ピーク時における電力供給の不足が懸念され
ています。市は、平成 22 年の夏季使用最大電力と比較し
た今夏の節電目標を 18㌫とし、各種の節電対策に取り組

んでいます。ご来庁の皆さまにはご迷惑をお掛けしますが、
ご理解とご協力をお願いします。

 環境バイオマス推進課（☎69-0480）
 　総務課（☎ 69-0140）

◌ 冷房の温度管理の徹底と使用時間の制限
29℃の徹底。使用時間は午前 8 時 30 分から午後 5
時 15 分までに徹底。

◌ エアコンフィルターの定期清掃
2 週間に 1 回程度実施。

◌ 照明の間引き点灯、不要な照明の消灯
間引き点灯として約 3 割を消灯。就業時間前および
昼休みは窓口などを除き全て消灯。

◌ 電気機器の不使用時の電源オフ
不使用時は主電源を切り、電源プラグをコンセントか
ら抜く。

◌ パソコンディスプレイの輝度の下方調整
　通常の 50％に設定。

◌ 会議室の使用時間制限
午後 1 時から午後 4 時までの間、使用を控える。

◌ 廃棄物処理施設（峰山クリーンセンター）の運転調整
平日の破砕作業を土、日曜にシフト。排水処理機器
の一時停止。

◌ 下水処理施設の運転調整
エアレーション作業、汚泥の脱水作業を土、日曜に
シフト。攪

かく

拌
はん

機
き

の運転調整を行う。
◌ 庁舎の電力使用量を監視する「デマンド監視システ
　ム」の導入

削減効果の“見える化”と削減目標達成の確実化を
図る。設置庁舎などに節電監視員を配置し、節電パ
トロールを実施。

　関西電力㈱から提供される「でんき予報」が「非常
に厳しい」ときなど、さらなる対策が必要なとき。
◌ 空調設備の停止
　市役所各庁舎（6 庁舎）、福祉事務所、消防署、各地

　域公民館および学校施設（保健室、給食調理室は除く）
　のエアコンを停止。
◌ 下水処理施設の追加運転調整
　エアレーション、攪拌機を一部停止。

主な取り組み内容

緊急時の取り組み内容

　
市
は
６
月
19
日
、
犯
罪
被
害
者
や
そ
の
家
族
な
ど
が
受
け
た
被
害

の
回
復
や
軽
減
に
向
け
た
支
援
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
京
丹
後
警

察
署
と
「
犯
罪
被
害
者
等
支
援
の
連
携
協
力
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
ま
し
た
。

　

９
億
８
９
７
８
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を

３
１
６
億
１
９
７
８
万
円
と
す
る
平
成
24
年
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
が
、
６
月
28
日
の
市
議
会
本
会
議
で
成
立
し
ま
し
た
。

今
年
度
の
当
初
予
算
は
、４
月
の
市
長
選
挙
に
伴
う
「
骨
格
型
予
算
」

と
し
て
い
た
た
め
、
今
回
の
補
正
で
新
た
な
政
策
的
事
業
な
ど
を
盛

り
込
み
ま
し
た
。
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。
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子どもの育ちと学びの連続性を重視した4つ
の教育課程区分により、それぞれの時期に効
果的な指導形態や指導方法を工夫します。

小中一貫教育の教育課程（検討案）

 財政課（☎ 69-0160）８

シリーズ
　

京
丹
後
市
な
ど
の
地
方
自
治
体

の
支
出
（
歳
出
）
は
全
て

予
算
に
計
上
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
歳
出
予
算
は
、

民
生
費
や
衛
生
費
、
土
木

費
、
教
育
費
な
ど
、
そ
の

行
政
目
的
ご
と
に
分
類
し

た
「
目
的
別
予
算
」
と
、

人
件
費
や
扶
助
費
、
普
通

建
設
事
業
費
な
ど
、
そ
の

支
出
の
性
質
ご
と
に
分
類

し
た
「
性
質
別
予
算
」
の

２
つ
の
種
類
に
よ
り
経
理

し
て
い
ま
す
。

　
「
目
的
別
予
算
」
は
、
地

方
自
治
体
に
お
け
る
行
政

サ
ー
ビ
ス
の
水
準
や
行
政

上
の
特
色
を
知
る
の
に
役
立
ち
ま

す
。
ま
た
「
性
質
別
予
算
」
は
、

地
方
自
治
体
の
財
政
構
造
、
財
政

運
営
の
特
質
を
知
る
の
に
役
立
ち

ま
す
。

　

今
回
は
「
目
的
別
予
算
」
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

　
※「
性
質
別
予
算
」に
つ
い
て
は
、

次
号
で
説
明
し
ま
す
。

　

左
表
は
、
６
月
補
正
後
の
平
成

24
年
度
一
般
会
計
歳
出
予
算
を
目

的
別
に
整
理
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
予
算
額
と
予
算
総
額
に
占
め

る
構
成
比
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

　

本
市
の
目
的
別
予
算
の
う
ち
、

構
成
比
が
最
も
大
き
い
も
の
は
「
民

生
費
」
で
、
予
算
全
体
の
28
・
１

㌫
を
占
め
て
い
ま
す
。
予
算
額
は

88
億
７
８
０
０
万
円
で
、
障
害
者
・

高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
保
育
所
運
営
な
ど
の
福
祉

全
般
に
関
す
る
経
費
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　

全
国
的
に
民
生
費
の
伸
び
は
顕

著
で
、
本
市
で
も
少
子
高
齢
化
の

進
行
や
生
活
保
護
世
帯
の
増
加
な

ど
に
よ
り
社
会
保
障
費
が
増
加
傾

向
に
あ
り
、
財
政
上
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
大
き
い
も
の
は
「
公
債
費
」

で
、
予
算
額
は
54
億
４
６
０
０
万

円
。
借
金（
市
債
）残
高
自
体
は
年
々

減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
毎
年
度
の

返
済
額
は
す
ぐ
に
は
減
少
し
な
い

た
め
、
予
算
全
体
の
約
６
分
の
１

（
17
・
２
㌫
）
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

合
併
以
降
、
新
規
借
入
の
抑
制

な
ど
に
努
め
た
結
果
、
平
成
23
年

度
末
の
借
金
残
高
は
約
４
１
１
億

円
の
見
込
み
。
合
併
時
（
平
成
15

年
度
末
）
と
比
べ
て
約
57
億
円

（
12
・
２
㌫
）
減
少
し
た
こ
と
と
な

り
ま
す
。

　　

市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
複
雑
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー

ズ
の
増
大
に
加
え
、
国
や
京
都
府

か
ら
の
権
限
移
譲
に
よ
る
業
務
も

増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

厳
し
い
財
政
状
況
が
続
く
中
で
、

市
民
の
皆
さ
ん
が
求
め
る
安
定
的
、

継
続
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
公
平
性
や
効
率
性
、

事
業
効
果
な
ど
を
総
合
的
に
勘
案

し
な
が
ら
限
ら
れ
た
予
算
を
有
効

に
活
用
し
、
効
率
的
な
行
財
政
運

営
に
最
大
限
の
努
力
を
し
て
い
き

ま
す
。

目的別の支出（歳出）予算

ガイド

台 

京
わ が ま ち
丹後市の

台 

所
事
情

　

本
市
が
導
入
を
目
指
す
「
小

中
一
貫
教
育
」
の
実
践
内
容
は
、

次
の
４
つ
に
ま
と
め
ら
れ
ま
す
。

中
学
校
区
の
目
標
を
設
定
し
、

子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を

高
め
ま
す

　

中
学
校
区
を
単
位
に
、
保
育

所
・
幼
稚
園
か
ら
義
務
教
育
修

了
ま
で
を
見
据
え
た
教
育
目
標

「
目
指
す
子
ど
も
像
」
を
そ
れ
ぞ

れ
設
定
し
ま
す
。
全
て
の
学
校
な

ど
は
、
こ
の
目
標
の
実
現
に
向
け

た
教
育
活
動
を
展
開
し
ま
す
。

　
就
学
前
を
含
め
た
連
続
性
・
一

貫
性
の
あ
る
教
育
を
確
保
す
る

こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と

り
の
「
生
き
る
力
」
を
今
以
上
に

高
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

10
年
間
を
見
通
し
て
、
一
貫
し
た

指
導
を
進
め
ま
す

　
就
学
前
か
ら
中
学
校
卒
業
ま

で
の
10
年
間
の
一
貫
し
た
系
統
的

な
教
育
課
程
（
学
校
な
ど
の
教

育
計
画
）
を
導
入
し
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
〝
中
一
ギ
ャ
ッ
プ
〟
の
課

題
に
対
応
で
き
、
子
ど
も
の
学
習

意
欲
の
向
上
や
質
の
高
い
学
力

の
定
着
な
ど
が
期
待
で
き
ま
す
。

　

教
育
課
程
の
編
成
に
当
た
っ

て
は
、
子
ど
も
の
発
達
や
学
習
の

特
性
な
ど
を
考
慮
し
た
４
つ
の
指

導
区
分
（
０
期
～
Ⅲ
期
）
を
設
定

（
右
図
）。
特
に
就
学
前
と
小
学
校

の
接
続
期
、
小
中
学
校
の
接
続

期
（
Ⅱ
期
）
を
重
視
す
る
中
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
指
導
区
分
に
応
じ

た
効
果
的
な
授
業
や
指
導
方
法

の
工
夫
改
善
を
実
践
し
ま
す
。

　
教
育
活
動
の
連
続
性
を
高
め
、

子
ど
も
た
ち
が
互
い
に
学
び
合

う
場
を
確
保
し
ま
す

　

中
学
校
区
を
単
位
に
、
学
校

や
校
種
を
超
え
た
交
流
授
業
や

合
同
行
事
な
ど
に
取
り
組
み
ま

す
。
多
様
な
幅
広
い
集
団
で
の
交

流
活
動
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の

豊
か
な
人
間
関
係
を
育
み
ま
す
。

　

小
学
５
年
か
ら
中
学
１
年
ま

で
の
３
年
間
（
Ⅱ
期
）
に
つ
い
て

は
、
小
学
校
と
中
学
校
間
の
教

員
の
相
互
乗
り
入
れ
に
よ
る
授

業
や
小
学
校
の
一
部
教
科
で
教
科

担
任
制
を
実
施
。
小
中
学
校
の

教
職
員
が
相
互
に
交
流
を
深
め

る
な
ど
し
て
、
学
校
間
・
校
種
間

の
連
携
を
強
化
し
、
子
ど
も
た
ち

へ
の
継
続
的
な
支
援
を
大
切
に
し

「
峰
山
中
学
校
区
」

▼
歌
声
に
強
弱
や
メ
リ
ハ
リ
が

あ
っ
て
、
曲
の
イ
メ
ー
ジ
が
し
や

す
か
っ
た
で
す
。
こ
ん
な
気
持
ち

に
さ
せ
る
中
学
生
は
す
ご
い
と
思

い
ま
し
た
。
来
年
、
次
の
６
年
生

に
も
感
動
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
で
す
。�
�

（
松
見
直な

お

弥や

君
／
峰
山
小
６
年
）

▼
合
唱
祭
に
参
加
し
て
良
か
っ
た

で
す
。「
中
学
校
は
楽
し
い
所
な

ん
だ
」
と
思
い
ま
し
た
。
も
っ
と

中
学
校
に
慣
れ
て
、
安
心
し
て
入

り
た
い
で
す
。

�

（
吉
田
遥は

る

香か
さ

ん
／
吉
原
小
６
年
）

「
網
野
中
学
校
区
」

▼
歌
の
内
容
は
分
か
ら
な
く
て

も
、
そ
の
場
面
が
浮
か
ん
で
き
そ

つながりの中に学びを育む
　京丹後市の将来を担う子どもたちの健やかな成長を育むためには、時代に的確に対
応した教育環境を整えることが重要です。市教育委員会では、「小中一貫教育」の実現
を柱とする「学校教育改革構想」の策定に取り組んでいます。今回は、本市が検討し
ている「小中一貫教育」の主な実践内容と研究モデル校の取り組みを紹介します。

京丹後市の学校教育改革、「小中一貫教育」を柱に

就学前 小１ 小 2 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３
Ⅲ期
発展期Ⅱ期

充実期Ⅰ期
基礎期０期

就学前

峰山中の合唱祭。会場が一体となった小学６
年生と中学生の合同合唱（６月９日、府丹後
文化会館で）

網
野
中
の
合
唱
祭
。
小
学
６
年
生
が
、

ス
テ
ー
ジ
上
の
中
学
生
の
真
剣
な
姿
に

中
学
校
進
学
へ
の
期
待
を
抱
い
た
（
６

月
13
日
、
網
野
中
体
育
館
で
）

「
あ
ん
な
中
学
生
に
、
私
も
な
り
た
い
！
」

中
学
生
の
真
剣
な
姿
が
「
あ
こ
が
れ
」
に

ま
す
。

学
校
や
家
庭
な
ど
と
の
連
携
に

よ
る
教
育
環
境
づ
く
り
を
推
進

し
ま
す

　
中
学
校
区
に
お
い
て
、
学
校
と

家
庭
、
地
域
が
目
標
や
課
題
を
共

う
で
不
思
議
な
気
持
ち
に
な
り

ま
し
た
。
僕
た
ち
も
来
年
こ
の
場

に
立
っ
て
歌
い
ま
す
。
こ
ん
な
に

う
ま
く
歌
え
る
か
心
配
だ
け
ど
、

と
て
も
楽
し
み
で
も
あ
り
ま
す
。

�

（
城
下
稔と

し

樹き

君
／
島
津
小
６
年
）

▼
歌
う
態
度
が
私
た
ち
と
は
全

然
違
う
と
思
い
ま
し
た
。
来
年
は

中
学
生
。
緊
張
感
を
持
っ
て
物
事

に
取
り
組
ん
で
い
け
た
ら
い
い
な

と
思
い
ま
し
た
。

�

（
西
垣
佑ゆ

う

奈な
さ

ん
／
網
野
北
小
６
年
）

　

峰
山
中
学
校
と
網
野
中
学
校
で
は
こ
の
６
月
に
、
小
中
一
貫
教
育

研
究
モ
デ
ル
校
の
取
り
組
み
の
一
環
で
、
小
学
６
年
生
を
招
い
て
の

合
唱
祭
を
開
催
し
ま
し
た
。
児
童
た
ち
の
「
あ
ん
な
中
学
生
に
な
り

た
い
」
と
い
う
気
持
ち
と
中
学
校
進
学
へ
の
意
欲
の
高
ま
り
が
見
ら

れ
た
催
し
と
な
り
ま
し
た
。
参
加
し
た
児
童
の
声
を
紹
介
し
ま
す
。

有
し
、
連
携
に
よ
る
教
育
環
境
づ

く
り
を
進
め
ま
す
。
地
域
で
子
ど

も
を
育
て
る
仕
組
み
を
整
え
る
た

め
、
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

一
層
の
内
容
充
実
を
図
り
ま
す
。

学
校
教
育
課

☎
６
９
‐
０
６
２
０

研究モデル校の取り組み

名　　称 主　な　内　容
歳出予算額

構成比
議 会 費 議会運営、議員活動など 266 0.8
総 務 費 地域振興、公共交通、税務、戸籍など 4,095 13.0
民 生 費 社会福祉、児童福祉、生活保護など 8,878 28.1
衛 生 費 保健衛生、ごみ・し尿処理、環境対策など 3,613 11.4
労 働 費 就労支援、シルバー人材センター支援など 153 0.5
農林水産業費 農林水産業振興、有害鳥獣対策、漁港管理など 1,332 4.2

商 工 費 商工業振興、観光振興、産業・雇用支援、ジオパー
クなど 1,017 3.2

土 木 費 市道・河川管理、都市計画、公共下水道、公営住
宅など 2,157 6.8

消 防 費 消防本部、消防団活動、災害対策など 1,256 4.0

教 育 費 学校教育、保育所・幼稚園、社会教育・体育、文
化財など 3,349 10.6

災害復旧費 公共土木、農林水産業施設などの災害復旧 26 0.1
公 債 費 借金（市債）の返済金 5,446 17.2
予 備 費 緊急的な支出に備えるもの 31 0.1

合　　　計 31,619 100.0
　

②

地
方
公
共
団
体
の
支
出
構
造

支
出
の
約
３
割
は
民
生
費

効
率
的
な
行
財
政
運
営
に
努
力

平成 24年度一般会計歳出予算（6月補正後）の状況（単位：百万円、％）
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ガイド

◥
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
協
力
し
て
も
ら
い
と

て
も
助
か
り
ま
し
た
。
仕
事
も
思
っ
た
よ

り
早
く
見
つ
か
り
ま
し
た
。【
40
代
・
女

性
】	

◥
結
局
は
、本
人
次
第
と
い
う
現
実
で
す
。迷
っ

て
い
る
人
の
行
先
を
見
つ
け
ら
れ
る
よ
う

サ
ポ
ー
ト
し
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。【
40
代・

男
性
】	

◥
ア
ル
バ
イ
ト
で
も
パ
ー
ト
で
も
い
い
か
ら

「
働
い
て
み
よ
う
」
と
意
欲
が
沸
き
ま
し
た
。

仕
事
も
見
つ
か
り
良
か
っ
た
で
す
。
今
は

仕
事
に
も
慣
れ
、
頑
張
っ
て
働
い
て
い
ま

す
。【
30
代
・
男
性
】	

◥
頑
張
っ
て
今
の
仕
事
を
続
け
て
い
き
た
い
で

す
。【
10
代
・
男
性
】

◥
こ
の
不
況
時
、
お
金
の
悩
み
は
な
か
な
か
難

し
い
こ
と
だ
と
思
う
が
、
話
を
聞
い
て
も

ら
う
だ
け
で
も
気
が
軽
く
な
り
ホ
ッ
と
し

た
気
分
で
帰
っ
て
き
た
。
一
人
で
悩
ま
ず
門

を
開
く
こ
と
も
大
切
だ
と
思
う
。【
50
代
・

女
性
】	

◥
経
験
豊
か
な
人
、
仕
事
を
し
た
い
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
人
の

お
世
話
を
し
て
く
だ
さ
い
。【
50
代
・
男

性
】	

◥
家
庭
が
と
て
も
明
る
く
な
り
、
ま
ず
ま

ず
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。【
50
代
・
女

性
】	

◥
（
施
設
）
入
所
後
の
対
応
が
足
り
な
い
と
思

い
ま
す
。
そ
の
後
の
様
子
や
「
不
安
は
な

い
か
」
な
ど
聞
い
て
く
だ
さ
る
と
安
心
で
き

る
と
思
い
ま
す
。「
入
所
し
た
ら
そ
れ
で
責

任
を
果
た
し
た
」
で
は
納
得
で
き
ま
せ
ん
。

【
70
代
・
女
性
】

◥
問
題
も
な
く
な
り
ホ
ッ
と
し
て
い
る
毎
日
で

す
。【
50
代
・
女
性
】

◥
近
所
の
人
か
ら
「
行
政
に
相
談
し
た
ら
」
と

言
わ
れ
、
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
一
人

の
た
め
に
職
員
の
方
が
３
人
く
ら
い
も
関

わ
っ
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。【
50
代
・
女
性
】

◥
今
で
も
個
人
妨
害
を
受
け
、
深
い
傷
を
負
い

挫
折
中
で
す
。
仕
事
も
再
開
で
き
て
い
ま

せ
ん
が
、  

職
員
の
方
の
真
心
を
感
じ
て
「
立

ち
直
ろ
う
」と
努
力
中
で
す
。【
60
代・女
性
】

◥
私
は
支
援
セ
ン
タ
ー
を
訪
ね
て
い
な
け
れ

ば
、
な
か
な
か
就
職
で
き
な
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
子
ど
も
が
ま
だ
小
さ
い
の
で
、
前
向

き
に
考
え
る
こ
と
が
で
き
ず
悩
ん
で
い
ま
し

た
。
こ
の
心
配
を
取
り
除
い
て
も
ら
え
、
訪

ね
た
そ
の
日
に
あ
っ
と
い
う
間
に
面
接
先
ま

で
決
ま
り
ま
し
た
。【
30
代
・
女
性
】

２
０
７
人
か
ら
相
談
、
１
６
７

人
を
継
続
支
援

　　

こ
の
１
年
間
に
相
談
を
受
け
た
の
は

２
０
７
人
で
、
そ
の
う
ち
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
（
※
）
が
必
要
と
判

断
さ
れ
た
支
援
対
象
者
は
１
６
７
人
。パ
ー

ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
タ
ー
（
支
援
員
）
が
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
や
福
祉
関
係
機
関
な
ど
と

連
携
し
な
が
ら
、
就
労
や
労
働
・
社
会
福

祉
制
度
の
活
用
に
つ
な
げ
る
な
ど
、
相
談

内
容
に
応
じ
た
伴
走
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

　

昨
年
度
の
支
援
員
の
活
動
件
数
は
延
べ

３
２
７
９
件
で
、
そ
の
活
動
形
態
は
支
援

対
象
者
の
来
所
や
電
話
に
よ
る
も
の
、
支

援
員
の
訪
問
に
よ
る
も
の
な
ど
さ
ま
ざ
ま
。

活
動
件
数
は
月
を
重
ね
る
ご
と
に
増
加
し
、

こ
の
３
月
だ
け
で
も
３
９
５
件
と
な
り
ま

し
た
。

支
援
対
象
者
の
ほ
ぼ
半
数
が
40

代
と
50
代

　　
支
援
対
象
者
の
約
６
割
が
男
性
。
ま
た
、

年
齢
別
で
は
40
代
と
50
代
が
ほ
ぼ
半
数
の

88
人
で
、
以
下
30
代
（
16
・
８
㌫
）、
20
代

（
12
・
６
㌫
）
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。　

　

相
談
内
容
は
、
仕
事
（
求
職
）
と
生
活

（
衣
食
住
）に
関
す
る
も
の
が
半
数
を
占
め
、

特
に
「
生
活
が
苦
し
い
」「
仕
事
が
見
つ
か

ら
な
い
」
と
い
っ
た
就
労
に
関
す
る
相
談

が
50
代
後
半
か
ら
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
健
康
や
家
族
関
係
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
複
数
の
問
題
を
抱
え
て
い
る

ケ
ー
ス
が
８
割
以
上
あ
り
ま
し
た
。

　

問
題
を
解
決
す
る
た
め
同
セ
ン
タ
ー
で

は
、　
「
し
ご
と
」
に
関
す
る
相
談
に
対
し

て
は
、
求
人
情
報
の
提
供
や
履
歴
書
の
作

成
指
導
、
模
擬
面
接
の
実
施
な
ど
就
労
に

結
び
つ
け
る
た
め
の
支
援
を
展
開
。
心
理

的
な
相
談
が
必
要
な
場
合
は
、
専
門
家
に

よ
る
月
１
回
の
就
労
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
障
害
が
あ
り
仕
事
に
結
び
つ
か

な
い
人
に
つ
い
て
は
、
障
害
者
就
業
・
生

活
支
援
セ
ン
タ
ー
「
こ
ま
ち
」
と
連
携
し

て「
仕
事
力
ア
ッ
プ
講
座
」を
開
催
し
た
り
、

職
場
見
学
、
履
歴
書
の
作
成
指
導
な
ど
を

『
く
ら
し
』と『
し
ご
と
』の
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー 

開
設
１
年

　
生
活
や
就
労
、
介
護
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
を
抱
え
た
人
に
寄
り
添
い
、
継
続
的

に
支
援
す
る
「
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
」。
本
市
の
「『
く
ら
し
』
と
『
し

ご
と
』
の
寄
り
添
い
支
援
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
昨
年
４
月
の
開
設
以
来
、
専
門
ス
タ
ッ

フ
が
支
援
対
象
者
の
問
題
解
決
に
向
け
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
の

開
設
か
ら
１
年
が
経
ち
、
こ
の
間
、
52
人
の
問
題
を
解
決
（
支
援
を
終
了
）
し
て
生
活

の
安
定
に
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
58
人
が
仕
事
（
正
規
、
パ
ー
ト

な
ど
含
む
）
に
就
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

小西川

　

　

　京都北都信用金庫
●峰山中央支店

京都銀行
峰山支店●

至 久美浜町

至 

網
野
町

至 

大
宮
町

峰山総合福祉センター
駐車場

京丹後市役所
（峰山庁舎）

至 弥栄町・丹後町

駐車場

京丹後市
「くらし」と「しごと」の
寄り添い支援センター

　京丹後市『くらし』と『しごと』の寄り添い支
援センターは、国のモデル事業の採択を受け、平
成23年４月20日に市社会福祉協議会峰山支所
内に開設。
　スタッフは、パーソナル・サポーターと呼ばれ
る支援員（ケースワーカーや就労支援員など経験
者）７人。ハローワークや社会福祉協議会、民生
委員、若者サポートステーション、行政機関など
と連携して、支援対象者の問題解決を目指して活
動を行っています。

行
っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
「
く
ら
し
」に
関
す
る
相
談
に
対
し
て
は
、

各
分
野
の
労
働
・
社
会
福
祉
に
関
す
る
制

度
な
ど
が
利
用
で
き
る
よ
う
支
援
。
延
べ

１
３
５
人
が
各
種
の
資
金
や
制
度
を
利
用

す
る
こ
と
が
で
き
、
生
活
の
安
定
に
つ
な

げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
仕
組
み

づ
く
り
を
目
指
し
て

　
支
援
対
象
者
の
う
ち
52
人
に
つ
い
て
は
、

問
題
が
解
決
し
た
と
の
判
断
に
よ
っ
て
、

「
支
援
終
了
」
と
な
り
ま
し
た
が
、
新
た
な

問
題
が
出
て
き
た
と
き
は
支
援
を
再
開
す

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
課
題
は
、
就
労
困
難
者
に
対
す

る
就
業
体
験
の
場
づ
く
り
や
、
引
き
こ
も

り
の
人
に
対
す
る
居
場
所
づ
く
り
な
ど
の

新
た
な
支
援
を
展
開
す
る
こ
と
。
再
度
、

問
題
を
抱
え
な
い
よ
う
に
予
防
的
な
支
援

を
行
う
こ
と
や
、
地
域
全
体
で
支
援
対
象

者
を
見
守
り
支
え
る
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
仕
組
み
づ
く
り
も
必
要
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

市
で
は
、
同
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
て
引
き

続
き
寄
り
添
い
支
援
活
動
を
進
め
、
地
方

に
お
け
る
持
続
的
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

の
仕
組
み
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　
（
※
）
パ
ー
ソ
ナ
ル
・
サ
ポ
ー
ト
・
サ
ー
ビ
ス
と

は
、
失
業
や
生
活
苦
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

困
難
を
抱
え
て
い
る
人
に
対
し
、
個
別

的
、包
括
的
、継
続
的
に
支
援
す
る
も
の
。

「くらし」のこと、「しごと」のこと、
一人で悩んでいませんか？
　京丹後市『くらし』と『しごと』の寄り添い支援セ
ンターでは、あなたの問題の解決方法を一緒に考え、
あなたに必要な制度やサービスを探します。私たちに
ご相談ください。

京丹後市『くらし』と『しごと』の寄り添い支援センター

京丹後市峰山町杉谷 691
（市社会福祉協議会峰山支所内）

１
６
７
人
を
伴
走
支
援
、52
人
の
問
題
を
解
決

京丹後市『くらし』と『しごと』の寄り添い支援センター

利
用
者
の
声
「
利
用
者
満
足
度
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

（
平
成
23
年
12
月
実
施
）
か
ら

 ●	相談時間：月〜金曜（祝日・年末年始除く）　9:00 〜 17:00

　	 0120-125-294（時間外は健康長寿福祉部生活福祉課に転送）

　	 yorisoishien@mint.ocn.ne.jp

　	 http://yorisoishien.com/

	京丹後市峰山町杉谷 691（市社会福祉協議会峰山支所内）
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「竹野川クリーン大作戦」が 7 月15 日、
竹野川流域（間人井

い

堰
せ き

～河口周辺）で行
われました。
「ふるさと丹後の川を大切に」をテーマ

に、大宮町の森本村づくり委員会や丹後
町の大

お お

山
や ま

青
せ い

壮
そ う

年
ね ん

会
か い

などで組織する実行委
員会が主催し、今年で８回目。この日は、
約１００人で河川敷きや川辺を清掃。子ど
もたち約 30 人は、１０隻のカヌーやゴム
ボートに乗り込み、川下りを楽しみながら、
ペットボトルやビニール製の肥料袋、タイ
ヤなどのゴミを回収しました。

実行委員長の田﨑仁志さん（大宮町森
本）は、「この活動が、子どもたちの思い
出づくりや環境意識の向上のきっかけにな
れば。また、ほかの川や海でも広がってく
れれば」と話しました。活動に参加した井

い

浪
な み

千
ち

尋
ひ ろ

くん（小６）は、「竹野川がきれいに
なったらうれしいし、汚さないようにしたい」と話しました。

同日、市環境基本計画推進委員会（浅田武夫委員長）
のメンバーが、今後の環境保全活動の参考とするため、
集まった河川ゴミの実態調査を行ったほか、地元区民ら
で組織する立岩周辺清掃実行委員会（佐々木 正

しょう

二
じ

郎
ろ う

委
員長）による海岸清掃も行われました。

　大宮町周
す

枳
き

の市立大宮第一小学校で 6 月 27 日、交通
安全活動を推進するため、府警「平安騎馬隊」の馬２頭

（鞍
くら

馬
ま

号、大
だい

文
もん

字
じ

号）が訪問し、児童約 500 人の下校を
見守りました。子どもたちは、東西 2 カ所の出口で見守
る馬に触れたり、笑顔で「バイバイ」「さようなら」と声
を掛けたりしながら、帰宅しました。
　この取り組みは、府内で悲惨な交通死亡事故が発生す
る中、平安騎馬隊と京丹後警察署が合同で実施。同日、
警察署員による交通安全を呼び掛けるチラシも配られま
した。
　今後は、第一小以外の小学校でも同騎馬隊の訪問が予
定されています。

　久美浜一区「夏祭＆七夕コンサート」
が 7 月 7 日、豪商稲葉本家（久美浜町）
で開催されました。尺八と三味線、エレ
キギターなどによる演奏が行われ、家族
連れなど約 500 人が夏の夜のひとときを
過ごしました。
　コンサート前半、来場者は尺八と三味線の音色に合
わせて、「童謡」や「唱歌」を口ずさみ、ゆったりとし

　網野山村体験交流センター「せせらぎ」（網野町切
きり

畑
はた

）
で 6 月24 日、『せせらぎホタル祭』が開かれ、訪れた約
300人が、ホタルが舞う幻想的な初夏の夜を楽しみました。
　「切畑地区を元気にしよう」と、網野町内の異業種の方々
でつくる「ベンチャーアミノ21」（上

じょう

古
こ

明弘代表）が主催。
会場近くの小川で開かれたホタルの観賞会では、ゲンジボ
タルの光の乱舞が参加者を魅了。子どもたちから「きれい」
などと歓声が上がっていました。
　会場では丹後吹奏楽団の演奏や模擬店などが並び、に
ぎわいを見せていました。

　峰山町の旧吉原小学校で 6 月 30 日、子
育て支援の一環で「絵を描く会」が開かれ、
家族連れら約 30 人が思い思いの絵を自由
に描いて楽しみました。
　子どもたちは、赤や青、黄色など好きな
色を使って、ライオンやトラなどの動物、
バスや新幹線などの乗り物をたくさん描い
ていました。
　今回で 3 回目の参加となる吉田剛

つよ
志
し

く
ん（4）は、「絵を描くことが好き」と笑顔
で話しました。
　同会を主催する中西直美さん（峰山町
菅）は、「子どもは、自由に思いっきり絵を描くことで、
ストレスが発散できる。また、絵には素直な心が映し出
される。親が子どもの絵を見て、その時の心理や感情に
気付いてあげてほしい。」と話しました。
　同会では、このほか子育てをテーマとした座談会など
を開催しており、広く呼び掛けています。

　「レディース友釣り」体験教室が 7 月
14 日、野間川（弥栄町）で開かれました。
この日、市内から４人が参加。鮎の習性
や特徴の説明、竿の持ち方から仕掛けの
投入方法などの実技指導を受け、アユ釣
り体験をしました。
　同教室は、若い人にもアユ釣りを楽し
んでもらおうと”釣りガール”ブームにあ
やかり実施。野間漁業協同組合（羽賀明
博組合長）の協力を得て、「渓

かわ

里
ざと

野
の

間
ま

」が
初めて企画しました。参加者は、腰の高
さまであるウェーダー（水中に入って釣る
ときに履く腰や胸まである長靴）を身に
つけ、膝の高さの水深まですすみ、おと
りのアユをポイントへ投入。独特の長竿（8
～９㍍）と不安定な足場に悪戦苦闘しな
がらも、カラー色の目印を真剣なまなざし
で見つめていました。
　初めての釣りでアユを釣り上げ、感激
していた吉岡陽子さん（峰山町長岡）は、

「竿に魚の引きが伝わりびっくり。釣り方
は繊細で難しいけど、楽しい」とコメント。
　午前中に釣ったアユは、昼食に塩焼きなどにして味わ
い、参加者は、清流の中で楽しい１日を過ごしました。
アユ釣りは、９月３０日（日）まで。

た時間が会場を包み込みました。後半は、ＴＨＥ丹後
Ｖ

ベ ン チ ャ ー ズ
ＥＮＴＵＲＥＳのライブが行われ、「ダイヤモンドヘッ

ド」「パイプライン」など懐かしのメロディが流れ、軽
快なエレキサウンドが場内に響き渡りました。
　このほか、「久美浜うるほひ舞

まい

人
と

」の皆さんによる「よ
さこい踊り」が披露され、訪れた人たちは、お酒とおつ
まみを手に歌と踊りを楽しんでいました。
　このイベントは、「地元住民が交流できる機会を」と、
雛祭りや鯉のぼりの時期に併せ、季節祭としてスタート。
今年で８年目を迎えました。（七夕コンサートは 5 年目）
　現在、まちづくり協議会など 6 団体が共催。会場内の
装飾は、女性の会が手掛けるほか、今回初めて約１００
基の灯篭が設置され、幻想的な夜を演出しました。

▲竿の持ち方などの実技指導を受ける参加者（野間川）

▶
児
童
の
下
校
を
見
守
る
平
安
騎
馬
隊

（
大
宮
第
一
小
東
出
口
）

▲夢中になって絵を描く吉田剛志くん（手前）

▲ＴＨＥ丹後ＶＥＮＴＵＲＥＳのライブ演奏の様子
（豪商稲葉本家中庭）

▲カヌーやゴムボートで集めたゴミが岸に到着（竹野川河口）

▶
参
加
者
の
目
の
前
で
、
幻
想
的
な
光
を
放
つ
ホ
タ
ル

ボ
ー
ト
で
竹
野
川
の
ゴ
ミ
回
収

軽
快
な
エ
レ
キ
サ
ウ
ン
ド
を
満
喫

豪
商
稲
葉
本
家
で
七
夕
コ
ン
サ
ー
ト

好
き
な
絵
で
ス
ト
レ
ス
発
散

ホタルの乱舞に歓声上がる
せせらぎホタル祭りに300人

平安騎馬隊 大宮第一小を訪問
児童500人の下校を見守る

峰 山 町

丹 後 町

７月７日
久美浜町

6月27日
大 宮 町

７月15日

6月24日
網 野 町

6月30日

旧
吉
原
小
で
絵
を
描
く
会
開
か
れ
る

竹
野
川
ク
リ
ー
ン
大
作
戦
に
１
０
０
人

“
釣
り
ガ
ー
ル
”
ア
ユ
を
釣
り
感
激

野
間
川
で
レ
デ
ィ
ー
ス
友
釣
り
体
験
教
室
７月14日
弥 栄 町

122012.08
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通 報

出 動

　事故を例に説明します

たんごの風５3号

　ご家族など近く
の方に、救急車を
呼んだ時の詳しい
状況や傷病者の病
歴などの情報を聞
き取ります。また、
傷病者の血圧や脈拍を測定したり、けがの状態を確
認したりして、止血や、酸素の投与、身体の固定など、
状態に応じた救命処置をします。

　搬送先の病院に、現場で確認した
傷病者の状態や救急隊が行った応
急処置、家族から聞き取った情報な
どを詳しく伝えます。これらの情報を
もとに、病院では治療の準備を始め
ます。　

　救急車は、受け入れ先病院が決まらないと出発でき
ません。家族の方がすでに病院へ連絡している場合で
も、救急隊から確認の連絡をします。

　救急車が傷病者を早く病院に搬
送することで救える命があります。
救急車が近づいてきたときは、交差
点付近やカーブの手前を避け、左側
に寄るなどして、道を譲ってください。

　京丹後市では、消防署が通報を受けてから救急車が現場に到着するまでに平
均 8 分 44 秒かかります（平成 23 年実績）。搬送するまでの時間を含めると、さ
らに数分必要です。少しでも早く、安全に搬送し、病院で治療を受けられるように、
皆さんの協力をお願いします。

　　　≪事故の発生≫

局番なしの「１１９」番へ通報

火災ですか？救急ですか？
救急です。

どうされましたか？
寝室で祖父が急に気分が悪くなり、呼吸
が苦しいと言っています。

意識はありますか？
あります。

何歳ですか？
今年で 75 歳になります。

どこに行けばいいですか？
自宅です。峰山町杉谷○○番地です。

何か目標になる建物などはありませんか？
市役所の近くの○○屋の前です。

世帯主のお名前は？
京丹後 太郎です。

あなたのお名前は？
京丹後 花子です。

救急車はもう出動していますので、落ち着
いて私の質問に答えて下さい。
はい。〈質問に答えたり、通信指令室員の
指示により応急処置を行ったりします〉

　救急車を呼ぶときは、必
ず局番なしの「１１９」でか
けてください。局番ありの

「72-0119」などにかけると、
指令室につながらないた
め、救急車出動が遅れます。

　119 番通報が終了しても、消防本部や救急車から電
話をかけることがあります。電話機にキャッチホンなど
の機能がない場合は、救急車が到着するまで使用を控
えてください。
　健康保険証や診察券などを用意して、救急車のサイ
レンが聞こえてきたら、外に出て案内してください。

通報が終わっても電話は使わないで

あなた

指令室

指令室

指令室

指令室

あなた

あなた

指令室

指令室

指令室

あなた

あなた

あなた

あなた

あなた

あなた

あなた

指令室

指令室

事故発生から救急車到着まで

救急車到着から病院搬送まで
◀通報を受ける通信指令室員

普段と変わった様子はありましたか？
朝から元気がなく、食事をほとんどとってい
ませんでした。

常用している薬はありますか？
○○と○○を毎食後に飲んでいます。

かかりつけの病院はどこですか？
○○病院です。

かかりつけの病院には連絡していますか？
いいえ。していません。

救急隊員
あなた

救急隊員
あなた

救急隊員
あなた

救急隊員
あなた

道は必ず譲ってください

▲搬送する病院へ症状などを連絡する隊員

▶血圧や脈拍を測定する
救急隊員

　症状と場所が確認できたら、直ちに出
動します。救急隊だけで活動が困難な場
合には、消防車や広報車などの支援隊
が出動します。 ▲現場へ急行する広報車

▲救命処置に使う機材が並ぶ救
急車の内部

▲現場へ急行する救急車

▲現場に到着し、傷病者のもとへ
駆け付ける救急隊員傷病者を救急車に乗せて搬送する救急隊員

2012 年 8月

　屋外からの通報で場
所が分からないときは、
近くの自動販売機や電
信柱、付近の住宅の表
札から現在地や住所を
判断しましょう。

　普段から、電話機の近くに住所、電話
番号、世帯主名、付近の目標物のメモを
置き、子供や高齢者も通報しやすいよう
に工夫しましょう。

　引っ越してきたばかりの方など、地図
で確認ができない場合は、目標となる建
物や隣人の名前を聞く場合があります。

救急活動に協力を

現場活動

病院連絡

◀所在地が書いて
ある自動販売機

平成 23年 6月から
すべての住宅に
住宅用火災警報器
の設置が義務化
されています
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地域医療の現場から
The Healthy Life

　麻酔の種類は、どうやって決めていますか？
　症状や心身の状態に合わせて決めています。
　麻酔は、患者の症状だけでなく、手術前検査や患者
の心身の状態によっても方法を変えます。そのため、同
じ症状で手術を受ける場合でも、患者によって麻酔の
方法が異なることがあります。
　麻酔科医は、患者の状態に応じて、体への負担が少
なくなるように、麻酔方法を選択しています。
　　

　麻酔の量は決まっていますか？
　いいえ。麻酔量（麻酔の深度）を調整します。
　麻酔科医は、〝麻酔をかけたらお役御免〟ではありま
せん。麻酔が浅いと術中覚醒を起こしてしまうことがあ
り、逆に、麻酔が効き過ぎるとその副作用として血圧や
心拍が下がることがあります。そのため、麻酔科医が麻
酔の深度を調整しています。
　全身麻酔の患者は、自分の身体の状況を何も伝える
ことができません。手術の際、麻酔科医は常に付き添い、
呼吸、脈拍、血圧、心電図、体温、意識など、患者の
状態を把握しています。そのため、「患者の代弁者」と
呼ばれることがあります。

　手術中、麻酔のほかにどんな処置をしますか？
　酸素や水分の供給、輸血などを行います。
　麻酔科医は、患者に酸素を与え、水分の補給などを行
います。また、出血に対して、必要ならば輸血したり、血
圧や脈拍の上昇や低下に対して麻酔の量の調節をしたり
することも大切な仕事のひとつです。
　例えば、患者の状態を知ることができる一つの指標と
して、「おしっこ」があります。おしっこの量が少ないときは、
点滴が不十分で脱水症状が起きているか、または腎臓
の機能が十分でないことが考えられます。
　このような症状がある場合には、点滴の速度を上げて
脱水症状を防いだり、利尿作用のある薬を使っておしっ
こを排出したりします。

　手術に麻酔は欠かすことができません。一般に、腹や胸、
脊
せき

椎
つい

、顔面、脳などの手術では全身麻酔を用いることが
多く、小さな手術では局所麻酔を用います。なお、婦人科
疾患や足の骨折などの手術は、局所麻酔のうち、脊髄ク
モ膜下麻酔や硬膜外麻酔を単独で用いることが多いです
が、全身麻酔と併用することもあります。
　● 全身麻酔
　脳と脊

せき

髄
ずい

の活動を、一時的に抑えます。鎮痛作用（痛
みをとる）、鎮静作用（眠らせる）、不動化作用（動かなく
する）、刺激に対する有害反射の抑制作用があり、麻酔下
の患者は全く意識がありません。

　● 局所麻酔
　鎮静作用がないため、意識はあるものの、痛みはあり
ません。
　　○ 硬膜外麻酔
　脊髄を包んでいる硬膜の外側（硬膜外

がい

腔
くう

）に、カテー
テル（細い管）を挿入し、そこから局所麻酔薬などの鎮
痛薬を注入します。脊髄から離れた場所なので、即効性
はありませんが、手術後も管から鎮痛薬を入れることが
できるため、長時間の鎮痛方法としても利用します。
　

　

　　○ 脊髄クモ膜下麻酔
　一般に〝下半身麻酔〟と呼ばれるのがこの麻酔です。
麻酔薬が直接脊髄に作用するので、効果発現が早く強力
です。このため、緊急手術が必要な、帝王切開などの麻
酔に適しています。一方、血圧の低下などを招くことがあ
るため、手術中は麻酔科医が患者の全身を管理します。
　　○ その他の神経ブロック
　腕

わん

神
しん

経
けい

叢
そう

ブロック、閉鎖神経ブロック、局
きょく

所
しょ

浸
しん

潤
じゅん

麻酔
などがあります。病気や症状に応じて、さまざまな神経ブ
ロックを使い分けます。

麻酔科医のお仕事ってどんなこと？
　術前から術後まで、麻酔科医が付き添います 市立久美浜病院

麻酔科医

粟
あわ

井
い

  一
かず

博
ひろ

文

硬膜

髄液

硬膜外腔

脊髄

脊髄クモ膜下麻酔

硬膜外麻酔
カテーテル

■
京
丹
後
市
内
の
１
０
０
団
体
が
利
用

　

地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援
事

業
交
付
金
制
度
は
、
平
成
19
年
度
か
ら

実
施
し
て
お
り
、
こ
れ
ま
で
京
丹
後
市

内
の
延
べ
約
１
０
０
団
体
が
交
付
金
を

受
け
て
い
ま
す
。

　

交
付
金
は
、
里
山
を
整
備
し
て
公
園

に
す
る
こ
と
や
、
非
常
食
体
験
な
ど
の

防
災
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
利
用
で
き
ま
す
。

ま
た
、
京
都
府
で
は
交
付
金
で
の
支
援

と
と
も
に
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
や
地
域
団
体

間
の
交
流
や
意
見
交
換
、
情
報
発
信
に

関
す
る
フ
ォ
ー
ラ
ム
な
ど
も
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
こ
の
交
付
金
制
度
を
活

用
し
、
自
分
た
ち
の
ま
ち
を
暮
ら
し
や
す

く
魅
力
的
な
地
域
に
す
る
た
め
の
活
動

に
取
り
組
ん
で
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

交 付 金 活 用 の 事 例 紹 介

　弥栄町野間地区が、平成 23 年度「地域力再生プロジェクト
支援事業交付金」を使って取り組んだ事例（一部）を紹介します。

地
域
を
元
気
に
す
る
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

子
育
て
支
援
や
環
境
保
全
活
動
な
ど
に
交
付
金

京 都 府 で取り組 んで い
る市民 生 活にかかわる
事 業 などについて紹 介
しています。

京都府地域力再生プロジェクト支援事業交付金

　今回は、手術に欠かすことのできない麻
酔と麻酔科医の役割について、麻酔科医の
粟井先生に聞きます。

よ く あ る 質 問「麻酔科医」への
全身麻酔と局所麻酔の併用もあります

地域住民が主体的に参画し、地域力再生に取り組む団体
（例）ボランティアサークル、実行委員会、自治会・町内会、婦人会等
地域住民自らが参加し、地域の魅力向上や課題解決に向かって行う活動

（例）環境保全活動、子育て支援活動、地域産業おこし、地域文化活動等
対象事業によって３分の２あるいは全額（ただし、上限額があります）
 対象経費や上限額など詳しくは、募集要項等でご確認ください
９月３日（月）～１０月１日（月）
京都府丹後広域振興局企画振興室（電話：0772-62-4300）
※申請書や募集要項は、京丹後市市民協働課（峰山庁舎内）にもあります
※申請書（電子データ）は、京都府ホームページからダウンロードできます

　
京
都
府
で
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
「
暮
ら
し
や
す
く

魅
力
的
な
地
域
に
し
よ
う
」
と
自
主
的
に
取
り
組
む
活

動
を
、京
丹
後
市
と
連
携
し
て
「
地
域
力
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
支
援
事
業
交
付
金
」
で
支
援
し
ま
す
。

▲アユの入ったバケツを川までリレーでつなぐ大学生たち

　　アユの放流事業（平成23年5月）
　野間漁協、野間小学校、同志社大生らが、
アユの稚魚約3万尾を野間川（野間地区）に
放流しました。アユの数を増やすことでアユ漁
や川遊びによる誘客に取り組み、夏秋のにぎ
わいを生み出すことを目的に行ったものです。

▲伐採した竹のお椀でそうめんを食べる小学生たち

遊びのがっこうin 野間川事業（平成23年8月）
　野間川を通して環境保全意識を高めてもらお
うと、京丹後市内の一部小学生を対象に、魚の
掴
つか
み取りや水質検査などを実施。また、自然資
源の利活用について楽しく学ぼうと、伐採竹を利
用して流しそうめんを行いました。

交 付 率

募 集 期 間

対 象 事 業

対 象 団 体

問い合わせ

地域力再生　交付金 検索 ➡
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各町消防操法競技大会・市消防操法競技大会結果

厳
し
い
訓
練
の
成
果
を
披
露

各町消防操法競技大会の結果

峰
山
町（
吉
原
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

第３分団第２部（五箇）
ポンプ車の部

小型ポンプ車の部

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員

安田　典充
田中　　宏
日下部真吾
安田　芳博
田中　宏佳

第２分団第３部（安）
指揮者
１番員
２番員
３番員

片西　　優
谷口　雄亮
嶋津　善裕
西村　浩孝

優勝

優勝

大
宮
町
（
大
宮
自
然
運
動
公
園
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

第１分団第１部（口大野）
ポンプ車の部

小型ポンプの部

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員

小西　隆弘
吉村　紘志
松本　恭典
小西健太郎
中村　隆倫

第３分団第２部（延利）
指揮者
１番員
２番員
３番員

由利慎太郎
岡田　直純
柿本　健一
横田　貴志

優勝

優勝

第４分団第２部第２班（浜詰）
ポンプ車の部

小型ポンプの部

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員

青木　智彦
大塚　洋平
小松　祐樹
小松　陽作
井元　邦充

第１分団第３部（三津）
指揮者
１番員
２番員
３番員

西村　智行
小森　一摩
松本　　憲
西村　弘行

優勝

優勝

網
野
町（
網
野
中
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

丹
後
町（
豊
栄
山
村
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

第２分団第２部（徳光）
ポンプ車の部

小型ポンプの部

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員

谷川　暢之
吉岡　友晴
松見　敬太
田畑　和樹
藤井　義宏

第１分団第４部（竹野）
指揮者
１番員
２番員
３番員

大久保貴教
大下　泰弘
久保　久敏
野木　健志

優勝

優勝

弥
栄
町（
鳥
取
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

第１分団第１部（東本町）
ポンプ車の部

小型ポンプの部

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員

綱　　勝則
岡野　宏城
前田　唱志
大谷　　証
前田　和徳

第３分団第１部（小桑）
指揮者
１番員
２番員
３番員

増田　幸弘
小西　健吾
小幡　成樹
野村　直義

優勝

優勝

第３分団第１部（黒部）
ポンプ車の部

小型ポンプの部

指揮者
１番員
２番員
３番員
４番員

堀江　達哉
今西　隆介
馬場　明博
間芝　博則
堀江　幸弘

第４分団第２部（木橋）
指揮者
１番員
２番員
３番員

河戸　和典
形山　豊和
長砂　博行
吉岡　　翔

優勝

優勝

久
美
浜
町（
浜
公
園
多
目
的
広
場
）

各
部
・
町
の
代
表
が
見
事
な
操
法
を
実
施

第 5回京丹後市消防操法競技大会の結果
ポンプ車の部 小型ポンプの部
優勝　大宮町
２位　久美浜町
３位　峰山町

優勝　久美浜町
２位　丹後町
３位　大宮町

　優勝した大宮町・久美浜町の両チー
ムは、8月 5日（日）に丹波自然運動公
園（京丹波町）で行われる「第２２回京
都府消防操法大会」に出場します。
　皆さん応援をお願いします。 ポンプ車の部優勝・大宮町 小型ポンプの部優勝・久美浜町

市大会で選手宣誓する
小西　隆弘さん（大宮町）

※（　）内は、消防車庫の所在地
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各
町
の「
消
防
操
法
競
技
大
会
」

が
、
６
月
24
日
、
吉
原
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
峰
山
町
）
ほ
か
各
会
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
生
業
の
傍
ら
、

連
日
の
訓
練
に
よ
り
身
に
つ
け
た

技
術
や
共
同
動
作
な
ど
見
事
な
操

法
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

２
週
間
後
、「
京
丹
後
市
消
防

操
法
競
技
大
会
」
が
、
７
月
８

日
、
大
宮
自
然
運
動
公
園
グ
ラ
ウ

ン
ド
（
大
宮
町
）
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
各
町
の
代
表
ら
し
く
敏
速
性

や
迫
力
・
団
結
力
な
ど
が
感
じ
ら

れ
、
ハ
イ
レ
ベ
ル
な
操
法
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
各
大
会
の
結
果
は

次
の
と
お
り
で
す
。



　
本
誌
『
広
報
き
ょ
う
た
ん
ご
』
は
市
政

広
報
だ
け
で
な
く
、
市
民
の
皆
様
の
活
発

な
活
動
が
満
載
さ
れ
、
ふ
る
さ
と
便
り
と

し
て
大
変
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、
小
中
学
生
、
若
者
た
ち

の
元
気
な
写
真
に
私
た
ち
も
元
気

付
け
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
古
代
の
歴
史
や
伝
説
、

景
勝
地
丹
後
の
四
季
を
懐
か
し
く

拝
見
し
て
い
ま
す
。
味
覚
の
名
産
も
多
く

「
丹
後
ブ
ラ
ン
ド
」
の
発
信
は
丹
後
の
原

動
力
と
な
る
も
の
ば
か
り
で
す
。「
特
Ａ
」

評
価
の
丹
後
産
コ
シ
ヒ
カ
リ
や
丹
後
特
産

物
、
景
勝
丹
後
の
宣
伝
で
観
光
、
地
域
産

業
の
振
興
、
北
近
畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ

Ｒ
）
の
再
生
を
願
っ
て
、
私
た
ち
も
応
援

で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
が
住
む
京
阪
神
地
区
に
は
、
丹

後
出
身
者
の
大
阪
丹
後
人
会
（
明
治
32
年

結
成
）
や
京
阪
神
久
美
浜
会(

平
成
14
年

結
成)

が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
年
１
回
の

総
会
、
行
事
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
大
阪

丹
後
人
会
は
、
本
年
１
月
28
日(

土)

第

１
回
役
員
会(

18
名)

を
タ
ン
ゴ
ヤ
ビ
ル

（
大
阪
市
）
で
開
催
、
懇
親
会
を
恒
例
の

地
階
「
美
々
庵
」
で
行
い
ま
し
た
。
ラ
ス

ト
メ
ニ
ュ
ー
は
懐
か
し
い
丹
後
の
「
ば
ら

寿
司
」
が
定
番
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

京
阪
神
久
美
浜
会
で
は
、
４
月
５
日

(

木)

京
都
御
所
無
料
公
開
、
京
都
府
庁

旧
庁
舎(

重
要
文
化
財)

見
学
、
桜
覧
会

に
23
名
が
参
加
し
、
府
庁
の
レ
ス
ト
ラ
ン

で
昼
食
会
。
お
土
産
に
久
美
浜
町
比
治
山

産「
鹿
肉
入
り
カ
レ
ー
」を
購
入
し
ま
し
た
。

　
本
年
度
、
京
阪
神
久
美
浜
会
総
会
は
、

京
都
府
副
知
事
様
、
京
丹
後
市
久
美
浜
市

民
局
局
長
様
、
久
美
浜
高
校
校
長
様
、
久

美
浜
高
校
同
窓
会
会
長
様
を
来
賓
に
迎

え
、
10
月
27
日
（
土
）、
ホ
テ
ル
日
航
プ

リ
ン
セ
ス
京
都
（
京
都
市
）。
大
阪
丹
後

人
会
は
、
９
月
29
日(

土)

、
天
王
殿
（
大

阪
市
）
で
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
大
阪
丹
後
人
会
で
は
、
ゴ
ル
フ
、

囲
碁
、
旅
行
、
食
べ
歩
き
同
好
会
等
が
活

動
し
、会
員
相
互
の
親
睦
、交
流
を
図
っ

て
い
ま
す
。
囲
碁
大
会
を
２
月
に
、
ゴ

ル
フ
コ
ン
ペ
を
４
月
と
６
月
に
開
催
、

９
月
と
11
月
に
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

百
年
以
上
の
歴
史
を
も
つ
川
上
小

学
校
が
廃
校
に
な
る
そ
う
で
す
が
、
５
月

27
日 

城
崎
・
日
和
山
に
昭
和
24
年
卒
業

の
23
名
が
集
っ
て
、
喜
寿
同
級
会
を
開
催

し
、
地
元
・
京
阪
神
在
住
者
が
賑
や
か
に

交
流
を
深
め
ま
し
た
。

　
故
郷
の
発
展
と
皆
様
の
今
後
益
々
の
ご

健
勝
を
祈
念
し
て
お
り
ま
す
。

大
阪
丹
後
人
会
ゴ
ル
フ
同
好
会
の
皆
さ
ん
（
前
列

左
か
ら
２
番
目
が
山
口
さ
ん
）

支
援
米
７
袋

　
福
島
県
相
馬
市
へ

　

市
で
は
、
３
回
目
と
な
る
支

援
米
（
一
袋
30
㌔
玄
米
）
７
袋

を
相
馬
市
へ
届
け
ま
し
た
。

　

ご
支
援
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

東北地方太平洋沖地震
京丹後市災害支援対策本部
☎ 69-0140（総務課内）

支援米継続募集中

2012.0821 202012.08

▼
“
久
美
浜
町
に
コ
ウ
ノ
ト
リ
”
と

の
記
事
を
読
ん
で
、
一
度
見
に
行

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
京
丹

後
市
に
永
住
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

【
弥
栄
町
・
50
代
・
男
性
】

▼
広
報
は
い
つ
も
熟
読
し
て
い
ま

す
が
、
Ｆ
Ｍ
た
ん
ご
で
宮
川
さ
ん

が
上
手
に
紹
介
し
て
く
だ
さ
る
の

で
、よ
り
身
近
に
感
じ
ら
れ
ま
す
。

市
職
員
の
方
が
出
演
し
て
話
を
さ

れ
る
な
ど
、
コ
ラ
ボ
で
い
い
効
果

が
出
て
ま
す
ね
。

【
大
宮
町
・
40
代
・
女
性
】

▼
久
美
浜
町
内
の
湊
小
、
田
村
小
、

神
野
小
の
３
校
が
25
年
度
よ
り
統

合
し
て
「
か
ぶ
と
山
小
学
校
」
に

資
源
ご
み
の
分
別
立
ち
番
は

高
齢
者
世
帯
や
障
害
の
あ
る

人
へ
の
配
慮
を

各
地
区
内
で
ご
配
慮
を

　

資
源
ご
み
の
分
別
立
ち
番
で
す

が
、
集
落
か
ら
当
番
表
が
回
っ
て
く

れ
ば
冬
の
雪
の
日
で
も
天
候
の
悪
い

日
で
も
当
番
に
出
な
け
れ
ば
他
の
人

に
迷
惑
が
掛
か
り
ま
す
。

　
高
齢
者
世
帯
や
障
害
の
あ
る
人
な

ど
社
会
的
弱
者
に
は
こ
れ
ら
の
夫ぶ

役や
く

を
免
除
で
き
る
方
法
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
80
歳
を
超
え
た
老
夫
婦
二
人

暮
ら
し
で
二
人
と
も
病
気
が
あ
り
、

日
々
生
活
が
大
変
で
す
。

　
立
ち
番
は
、
早
朝
か
ら
の
屋
外
作

業
で
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
ご
み
量
や

天
候
に
よ
っ
て
は
、
特
に
ご
高
齢
の

方
や
体
調
の
悪
い
方
に
は
大
変
な
ご

負
担
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
の
暑
い
時
期
や
冬
の
寒

風
期
な
ど
、
各
地
区
で
の
取
り
組
み

が
事
故
な
く
円
滑
に
実
施
さ
れ
ま
す

よ
う
、
各
地
区
内
で
の
ご
配
慮
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。【

市
民
課
】

な
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、

学
校
が
地
元
に
な
く
な
る
の
は
寂

し
い
で
す
。

【
久
美
浜
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
毎
月
、
笑
顔
の
美
し
い
女
性
が
登

場
。
表
紙
に
ピ
ッ
タ
リ
で
す
。
市

政
ト
ピ
ッ
ク
ス
、
市
政
ガ
イ
ド

等
々
、
毎
月
の
広
報
を
楽
し
み
に

読
ま
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

人
口
減
少
が
寂
し
い
で
す
。

【
網
野
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
〝
生
命
の
絆
”
を
い
つ
も
楽
し
み

に
し
て
お
り
、
私
も
い
つ
か
載
り

た
い
で
す
。
図
書
館
だ
よ
り
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

【
網
野
町
・
30
代
・
女
性
】

▼
幼
少
の
頃
、
蓄
音
機
の
周
り
に
姉

妹
が
集
ま
り
ぜ
ん
ま
い
を
巻
き
、

大
判
の
レ
コ
ー
ド
の
音
色
に
耳
を

傾
け
た
懐
か
し
い
思
い
出
が
よ
み

が
え
り
ま
す
。

【
大
宮
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
５
月
末
に
木
津
川
市
へ
行
っ
て

き
ま
し
た
。
も
っ
と
も
っ
と
友
好

が
深
ま
り
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま

す
。

【
丹
後
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
高
谷
惣
亮
選
手
の
五
輪
壮
行
会
に

出
席
し
ま
し
た
。“
網
野
高
校
レ

ス
リ
ン
グ
部
”
３
人
目
の
メ
ダ
リ

ス
ト
を
目
指
し
て
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。【

網
野
町
・
60
代
・
男
性
】

▼
広
報
紙
を
読
め
ば
京
丹
後
市
の

隅
々
ま
で
わ
か
り
色
々
な
情
報
を

つ
か
む
こ
と
が
で
き
て
嬉
し
い
で

す
。

【
弥
栄
町
・
60
代
・
女
性
】

山
や ま

口
ぐ ち

　克
か つ

己
み

 さん（76）

大阪市淀川区在住
久美浜町金谷出身
京丹後ふるさと応援大使
大阪丹後人会理事
京阪神久美浜会理事

「
京
丹
後
ふ
る
さ
と
応
援
団
員
」
の
皆
さ
ん
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

故
郷
に
対
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
想
い
を
お
届
け
し
ま
す
。

　昭和 54 年４月から 4 期 16 年間
にわたり久美浜町議会議員として活
躍。特に小学校の改修などの教育環
境整備や生活基盤である道路整備に
尽力。その功績が評価されました。

【元久美浜町議会議員】

声

（
久
美
浜
町
関
）

   

岩い
わ

﨑さ
き 

美よ
し

温は
る 

さ
ん
（
88
）

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

【元公立小学校長】

　子どもの発達障害支援に関する学
習会や映画会、地域交流などを行い、
子育て支援を積極的に推進。地域の
模範となる活動が評価されました。

第 6 回京都府子育て支援表彰

（
峰
山
町
菅
）

 

故  

和わ

田だ 

文ふ
み

雄お 

さ
ん

（
大
宮
町
三
重
）

 

故  

改か
い

田だ 

忠た
だ

幸ゆ
き 

さ
ん

（
峰
山
町
久
次
）

   

松ま
つ

本も
と 

信の
ぶ

之ゆ
き 

さ
ん
（
71
）

　昭和 28 年 5 月から 38 年間にわ
たり教員として活躍。教育に対する
熱い情熱と豊かな見識、卓越した指
導力により、学校教育の進展に寄与。
その功績が評価されました。

　昭和 25 年 3 月から 38 年間にわた
り教員として活躍。自然豊かな環境
を生かし、様々な特色ある取り組み
を展開され、学校教育の推進に寄与。
その功績が評価されました。

　昭和 40 年 4 月、網野 高等学 校
野球部の監督に就任。以後、峰山高
等学校、久美浜高等学校３校で通算
34 年間にわたり、高校野球の指導に
従事。その功績が評価されました。

　昭和 42 年 2 月から 5 期 20 年間
にわたり久美浜町議会議員として活
躍。特に産業常任委員会に 10 年間
在会し、町の産業の振興・発展に尽力。
その功績が評価されました。

【元公立中学校長】

【元久美浜町議会議員】

第 94 回全国高等学校野球選手権大会
育成功労賞

ＮＰＯ法人
丹後の自閉症児を育てる会

　昭和 50 年 7 月から 37 年間にわ
たり、地域住民への献血啓発活動や
献血会場での処遇品の提供など献血
推進に貢献され、その功績が評価さ
れました。

第 48 回献血運動推進全国大会
厚生労働大臣表彰

案
内
看
板
（
写
真
左
下
）

を
設
置
し
活
動
に
協
力

網野ライオンズクラブ

（
久
美
浜
町
佐
野
）

   

辻つ
じ 

清き
よ

之ゆ
き 

さ
ん
（
88
）

ご
意
見
箱
か
ら

み
ん
な
の

「
発
達
支
援
フ
ァ
イ
ル
」

学
習
会
の
様
子

ラ
ス
ト
メ
ニ
ュ
ー
は

　
　
　
　「
ば
ら
寿
司
」
が
定
番

高 齢 者 叙 勲
旭日単光章（地方自治功労）

高 齢 者 叙 勲
旭日単光章（地方自治功労）

叙 位 叙 勲
正六位瑞宝双光章（教育功労）

叙 位 叙 勲
正六位瑞宝双光章（教育功労）



生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶご
家族の姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載して
います。どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  ☎ 69-0110

野村 翠
すい

花
か

ちゃん（女の子）
6月生まれ・3,528㌘

母：敬
たか

子
こ

さん　父：公
きみ

成
なり

さん

（久美浜町友重）（大阪市平野区／実家：峰山町杉谷）

竹
たけ

﨑
ざき

 日
ひ

奈
な

子
こ

ちゃん（女の子）
6月生まれ・2,302㌘

母：阿
あ

貴
き

子
こ

さん　父：康
こう

二
じ

さん

司
し

 晴
はるし

ちゃん（男の子）
6月生まれ・2,998㌘

母：佑
ゆ

希
き

恵
え

さん　父： 健
たけし

さん

（丹後町中浜）

「
金
メ
ダ
ル
目
指
す
」
高
谷
惣
亮
選
手
誓
う

6月30日、130人が激励
2012ロンドン五

オリンピック

輪出場壮行会

　
壮
行
会
は
、
網
野
レ
ス
リ
ン
グ

後
援
会
「
丹た

ん

心し
ん

」
と
網
野
高
同
窓

会
が
主
催
し
、
約
１
３
０
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　
網
野
高
吹
奏
楽
部
の
演
奏
で
開

式
。
高
谷
選
手
が
会
場
に
姿
を
現

す
と
、
参
加
者
か
ら
拍
手
が
起
こ

り
ま
し
た
。

　
「
丹
心
」
の
織
田
和
夫
会
長
は

開
会
あ
い
さ
つ
で
、「
い
い
結
果

の
報
告
を
待
っ
て
い
ま
す
」
と
激

励
。
中
山
市
長
も
「
北ペ

キ
ン京
五
輪
出

場
を
逃
し
た
挫
折
や
大
学
で
の
病

気
な
ど
の
試
練
を
乗
り
越
え
て
き

た
経
験
は
、必
ず
生
き
て
き
ま
す
。

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
思
い
切
り

出
し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
高

谷
選
手
は
期
待
の
星
。
市
民
を
挙

げ
て
、
大
活
躍
を
心
か
ら
応
援
し

て
い
ま
す
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま

し
た
。

　
続
い
て
、
高
谷
選
手
が
決
意
を

表
明
。「
私
は
生
ま
れ
育
っ
た
網

野
が
大
好
き
で
、
網
野
に
帰
っ
て

く
る
と
ほ
っ
と
し
ま
す
。
今
は
負

　
ロ
ン
ド
ン
五オ

リ
ン
ピ
ッ
ク輪の
レ
ス
リ
ン
グ
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
74
㌔
級
に
出
場
す
る

高た
か

谷た
に

惣そ
う

亮す
け

選
手
（
網
野
町
出
身
・
23
）
の
壮
行
会
が
６
月
30
日
夜
、
網
野

町
の
ア
ミ
テ
ィ
丹
後
で
開
か
れ
ま
し
た
。
母
校
・
網
野
高
の
レ
ス
リ
ン
グ

部
の
後
輩
や
地
元
住
民
た
ち
を
前
に
高
谷
選
手
は
「
金
メ
ダ
ル
を
目
指
す
」

と
語
り
、
健
闘
を
誓
い
ま
し
た
。

け
る
こ
と
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

世
界
ト
ッ
プ
の
選
手
と
戦
っ
て
き

て
、
世
界
で
戦
え
る
力
を
自
分
は

持
っ
て
い
る
と
の
自
信
も
つ
き
ま

し
た
。〝
自
分
は
強
い
〟
と
自
分

自
身
に
言
い
聞
か
せ
て
、
高
み
を

目
指
し
ま
す
」
と
力
強
く
述
べ
る

と
、
会
場
か
ら
大
き
な
歓
声
と
拍

手
が
沸
き
上
が
り
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
網
野
町
出
身
の
ア
テ

ネ
五
輪
（
２
０
０
４
年
）
銅
メ
ダ

リ
ス
ト
で
全
日
本
コ
ー
チ
の
井
上

謙
二
さ
ん
が
、
３
月
に
行
わ
れ
た

五
輪
ア
ジ
ア
予
選
な
ど
で
の
高
谷

選
手
の
活
躍
ぶ
り
を
報
告
。「
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
最
高
の
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
見
せ
て
く
れ
る

と
信
じ
て
い
ま
す
」
と
期
待
感
を

示
し
ま
し
た
。
網
野
高
レ
ス
リ
ン

グ
部
の
主
将
で
弟
の
大だ

い
ち地
さ
ん
も

熱
い
声
援
を
送
り
、
握
手
で
高
谷

選
手
を
送
り
出
し
ま
し
た
。

　

ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
は
、

７
月
27
日
に
開
幕
。
高
谷
選
手
の

試
合
は
、
８
月
10
日
に
行
わ
れ
る

予
定
で
す
。

高
谷
選
手
「
負
け
る
こ
と
は
考
え
て
い
な
い
」

▲「金メダルを目指す」と力強く宣言する高谷惣亮選手

▲兄弟そろってガッツポーズ。高谷選手
（中央）の活躍に期待を寄せる兄の明和
さん（左）と弟の大地さん

レ
ス
リ
ン
グ
五
輪
代
表

▲観客の前で後方宙返りな
どの技を披露する選手たち

さ
と
が
え
り

2012.0823 2012.08 22

丹
波
小

▶
全
国
大
会
に
向
け
て
練
習
に
励
む
尾
畑
さ
ん（
左
）
た
ち

全
国
出
場
続
々

　
小
中
学
生
の
体
操
競
技
大
会
「
第

４
回
塩
見
杯
（
網
野
高
体
操
部

Ｏ
Ｂ
会
な
ど
が
主
催
）」
が
６
月

30
日
、
網
野
高
校
体
育
館
（
網
野

町
）
で
行
わ
れ
、
小
中
学
生
75
人

が
マ
ッ
ト
上
で
華
麗
な
演
技
を
披

露
し
ま
し
た
。
同
杯
は
、
元
網
野

高
校
体
操
部
顧
問
の
塩
見
正
典
先

生
（
現
海
洋
高
校
校
長
）
の
意
志

を
継
ぎ
、
体
操
を
通
じ
て
技
術
と

精
神
の
高
揚
を
図
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
開
か
れ
た
も
の
で
す
。

　
　中学
生
個
人
の
部　
優
勝

　
男
子　
田
中
圭
（
峰
山
Ａ
）

　
女
子　
日く

さ
か
べ

下
部
由
希
子
（
峰
山
Ａ
） 

小
学
生
個
人
の
部　
優
勝　
　

　
丸
田
江
李
子　（
峰
山
体
操
ク
ラ
ブ
）

　
　
（
敬
称
略
・
カ
ッ
コ
内
は
チ
ー
ム
名
）

中
村
さ
ん
・
山
本
さ
ん

　中村彩
あや
奈
な
さん（丹波小 6年）と山本琴

こと
さん（同）

が 6月30日、西
にし

京
きょう

極
ごく

総合運動公園陸上競技
場で開かれた「日清食品カップ　第28 回全国
小学生陸上競技交流会京都府予選会」に出場
し、中村さんが 6年女子100㍍で、山本さんが
女子走

はしりはばとび

幅跳でそれぞれ優勝を飾りました。記録
は、中村さんが13秒 9、山本さんが4㍍ 22で、
両選手とも自己ベストでの優勝となりました。
　両選手は、日産スタジアム（神奈川県）で８月
24、25の両日開催される全国大会に出場します。
　中村さんは「全国大会では、自己ベストを更新
したい」、山本さんは「力を出し切って、おもいき
り楽しみたい」と抱負を語りました。

　丹後ペタンク倶
楽部（尾畑與

よ

市
いち

会
長）のメンバーで
構成する2チーム
が、このほど２つ
の全国大会の出
場を決めました。
出場を決めた大
会は、10 月に宮
城県で開催される
「ねんりんピック
宮城・仙台2012」

と同月に広島県で開催される「日本ペタンク選手権大
会」。尾畑会長は「技術の高いチームと技を競ったり、
交流したりすることを楽しみにしています」と話してい
ました。
　　全国大会に出場するメンバー（敬称略）

「ねんりんピック宮城・仙台 2012」
尾畑與市（峰山町）、松本美

み
都
と

子
こ

(峰山町 )、森村 巖
いわお

（峰山町）
「日本ペタンク選手権大会」
井上紀

のり
子
こ
（峰山町）、家

いえ

原
はら

綾乃（大宮町）、藤村泰
やす

子
こ

 （大宮町）

75
人
が
華
麗
な
演
技丹

後
ペ
タ
ン
ク
倶
楽
部

▶
府
予
選
で
優
勝
し
、
喜
ぶ
中
村
さ
ん

（
左
）
と
山
本
さ
ん

体
操 「
塩
見
杯
」

小
学
陸
上

ペ
タ
ン
ク



　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
に
は
、
風

光
明
媚
な
ジ
オ
サ
イ
ト
（
ジ
オ
パ
ー

ク
内
で
特
徴
的
な
見
ど
こ
ろ
）
が
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
協
議

会
で
は
、
皆
さ
ん
が
撮
影
し
た
ジ
オ

パ
ー
ク
の
魅
力
を
豊
か
に
表
現
し
た

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

入
賞
作
品
は
、
同
推
進
協
議
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
観
光
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
な
ど
に
掲
載
さ
れ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ん
の
と
っ
て
お
き
の

ジ
オ
サ
イ
ト
を
撮
影
し
、
ふ
る
っ
て

ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　

応
募
用
紙
は
、
京
丹
後
市
観
光
振

興
課
、
各
市
民
局
、
地
域
公
民
館
、

ジ
オ
パ
ー
ク
関
連
施
設
な
ど
に
置
い

て
い
ま
す
。
入
賞
作
品
に
は
、
賞
状

と
副
賞
を
授
与
し
ま
す
。

　　　問い合わせ先

◇鳥取県文化観光局観光政
　策課山陰海岸ジオパーク
   写真コンクール担当
　☎ 0857 － 26 － 7236
   http://sanin-geo.jp/

◇京丹後市観光振興課
　☎ 0772 － 69 － 0450

　市の花「トウテイラン」を周知しようと、市連合
婦人会（安井美佐子会長）の皆さんによる花植えが
7月 3日、市役所前の花壇で行われました。
　「トウテイラン」をはじめ、「ポーチュラカ」「ベ
ゴニア」の苗約 80株を植えていただきました。
　雨天の中、ありがとうございました。

　青年海外協力隊ＪＩＣＡボランティアとしてマー
シャル諸島共和国に派遣される本市出身の近藤嘉

ひろ

香
か

さん（26）が、6月 19日、市役所を表敬訪問しました。
　近藤さんは、未成年女性の妊娠・出産という問題
を抱える同国に対し、女性の自立支援とその子ども
たちの教育などの支援活動に従事されます。
　「言葉で苦労するかも知れませんが、私を支えてく
ださった周りの人への感謝の気持ちを忘れず、少し
でも現地の役に立てるよう頑張ります」と抱負を語
りました。派遣期間は、６月 28日から 2年間。

京
丹
後
市
の
文
化
財 

76

（
丹
後
町
宮
）

竹た
か

野の

神じ
ん

社じ
ゃ

本ほ
ん

殿で
ん

　
竹
野
神
社
は
、
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お
み

神か
み

を
祭
る
古

い
神
社
で
す
。『
日
本
三
代
実
録
』（
平

安
時
代
の
歴
史
書
）
に
は
、
元
慶
元
年

（
８
７
７
年
）、
正
六
位
上
の
竹
野
神
に

従
五
位
下
を
授
け
た
と
い
う
記
事
が
あ

り
ま
す
。『
延え

ん

喜ぎ

式し
き

』（
律
令
の
施
行
細

則
）
と
い
う
書
物
の
中
に
も
、
竹
野
郡

で
唯
一
の
大
社
と
さ
れ
て
お
り
、
古
く

か
ら
の
神
社
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
り

ま
す
。

　

ま
た
、
天
文
７
年
（
１
５
３
８
年
）

の
古
文
書
に
は
「
伊い

月つ
き

大
明
神
」
と
あ

り
ま
す
。

　
松
並
木
が
美
し
い
参
道
を
進
み
石
の

鳥
居
を
く
ぐ
る
と
、
古
社
の
趣
き
が
漂

古社の趣きを伝える境内と立派な建物
天照大神を祭る竹野神社本殿

う
広
い
境
内
に
入
り
ま
す
。
奥
へ
進
む
と
、

神
社
に
は
珍
し
い
左
右
に
回
廊
を
め
ぐ
ら

す
門（
中
門
）が
あ
り
ま
す
。門
を
く
ぐ
る
と
、

拝
殿
の
裏
側
に
は
本
殿
と
竹た

か

野の

媛ひ
め

な
ど
を

祭
る
末
社
の
斎い

つ
き

宮み
や

神
社
が
あ
り
ま
す
。

　

両
建
物
は
、
棟
札
（
む
な
ふ
だ
）
に
よ

れ
ば
文
化
一
三
年
（
１
８
３
０
年
）
に
建
て

ら
れ
た
一
間
社
流
造
り
、
桧ひ

皮わ
だ

葺ぶ
き

の
も
の
で

す
。
本
殿
は
、
幅
３・６
㍍
、
奥
行
３・３
㍍

の
大
き
な
も
の
で
す
。末
社
の
斎
宮
神
社
は
、

幅
１
・
48
㍍
、
奥
行
１
・
32
㍍
で
、
本
殿

と
比
べ
る
と
小
振
り
な
も
の
で
す
が
、
全
体

に
に
ぎ
や
か
な
装
飾
が
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
竹
野
神
社
は
、
古
社
の

趣
き
を
現
在
に
伝
え
る
と
と
も
に
、
江
戸

時
代
後
期
の
立
派
な
本
殿
な
ど
の
建
物
が

良
く
残
っ
て
い
る
点
が
評
価
さ
れ
、
本
殿
・

末
社
斎
宮
神
社
本
殿
・
中
門
が
昭
和
60
年

５
月
15
日
付
で
京
都
府
登
録
文
化
財
に
登

録
さ
れ
て
い
ま
す
。
併
せ
て
神
社
の
境
内
は

京
都
府
文
化
財
環
境
保
全
地
区
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課
）

　弥栄町出身のピアニストの安達朋博さん
（28）が 7 月 4 日、母校の弥栄中学校を訪
問し、全校生徒約 180 人を前にコンサート
を開きました。
　安達さんは、ピアノの修行で単身クロア
チアに渡った話しなどを交えながら、ショ
パンの「幻想即興曲」やベートーベンの「エ
リーゼのために」に加え、クロアチア人作
曲家ドラ・ペヤチェヴィッチの「バラ」な
ど6曲を演奏。「母校で演奏できてうれしい。
皆さんに、少しでもクラシックに親しんで
もらいたい」などと話していました。
　日本で正式にデビューして５年。これを
記念して、主要都市において記念公演を開
催中。
　７月２９日（日）には、京都府丹後文化
会館（峰山町）でピアノリサイタル＜京丹
後公演＞が予定されています。

クラシックピアニスト　安達朋博さん

曲の強弱を巧みなタッチで披露する安達さん

砂浜と岩とのコンストラストが特徴的で
す（立岩：京丹後市）

広大な砂丘に時を追って変化していく風
紋がとても幻想的な光景を生み出してい
ます（鳥取砂丘：鳥取市）

玄武岩の柱状節理が不思議な幾何学
模様をつくり出し、幻想的な風景です（玄
武洞公園：豊岡市）

齋宮
竹野神社

●

至丹後
庁舎

至岩木

至筆石竹野川

道の駅
てんき丹後

●

丹後古代の
里資料館

●
JA京都竹野
低温倉庫

●宮公会堂
神明山
古墳

松並木

75

178

青年海外協力隊　近藤嘉香さん　表敬訪問
～感謝の気持ちを忘れず、少しでも役に立ちたい～

雨天の中、花壇に花を植える婦人会の皆さん

マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
共
和
国
へ
の
派
遣
を
前
に
、
笑
顔

で
抱
負
を
語
る
近
藤
さ
ん

母校の弥栄中でコンサート
市連合婦人会　市の花をＰＲ
－トウテイランなど 80 株を植栽－

2425 2012.08 2012.08

      で伝えよう
　 ジオサイトの魅力

山
陰
海
岸
ジ
オ
パ
ー
ク

　
　
　
　  

          

写
真
コ
ン
ク
ー
ル



8月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
29 30 31 8/1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 9/1

問 1
問 2
問 3

京丹後市の学校教育改革「○○○○教育」を柱に
液肥で栽培された農産物のブランド名「環の○○○」
清流野間川で「○○○○○友釣り」体験教室

　今年は、金環日食、金星の日面通過と、
いつもよりたくさん空を見上げたという方も
多いのではないでしょうか。この本は、月
や星、夜の表情一つひとつを古

いにしえびと

人が名付
け、呼んできた名前を、写真と共に紹介し
ています。季節の移り変わりの中で響く、
ことばの優しさを感じてください。

  ５
ご

月
がつ

に亡
な

くなられた絵
え

本
ほん

作
さっ

家
か

のモー
リス・センダック氏

し

。不
ふ

思
し

議
ぎ

な魅
み

力
りょく

に
あふれた作

さく

品
ひん

を多
おお

く残
のこ

されました。「ま
よなかのだいどころ」は代

だい

表
ひょう

作
さく

品
ひん

の
ひとつ。真

ま

夜
よ

中
なか

、裸
はだか

になって暗
くら

闇
やみ

に
落
お

ちた先
さき

には、３人
にん

のパンやさんが朝
あさ

のケーキを焼
や

いていましたが…。

　今月号に掲載された記事からクイズを出題します。全問正解
者の中から抽選で５人に図書カード５００円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）②
住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の感
想やイラスト、取り上げてほしいテーマなどをご記入の上、
秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、お寄
せいただいた感想やイラストは広報紙に掲載することがあ
ります。※⑥の項目も忘れずにご記入ください。

◆締め切り
8 月 10 日（金）当日消印有効。当選者の発表は来月号の
このコーナーで。

◆ 7月号当選者
　間芝　孝則さん（弥栄町）、吉田　くめ子さん（網野町）
　引野　留子さん（網野町）、鴨田　久夫さん（大宮町）
　橋本　昌史さん（大宮町）
　応募総数29人、正解者数27人でした。ご応募ありがとうございました。

◆ 7月号の答え
　問１…木津川　問２…蓄音機　問３…特別住民票

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。「たんご・モー
ニング・サンド！」のほか 3 本のレギュラー
番組を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演　7月に入り夏祭りなどのイベント

がめじろ押しですね。FMたんごも7
月7日、3周年記念感謝祭を「はな
この応援団」の皆さんと楽しみまし
た。はなこの応援団は、「丹後が花の
ような笑顔に包まれることを願うFM
たんごを応援しよう」という皆様方
です。いつもありがとうございます！
　丹後で花に力を入れていると言え
ば北近畿タンゴ鉄道もそうですね。
フラワーオーナーの募集や、地元の
学生・団体による各駅の花壇への植
栽など、多くの方の手により花の鉄
道になりつつあります。「次の駅では
どんな花が迎えてくれるんだろう？」
と到着までが待ち遠しかったです。
　というのも、私宮川優は先日列車
の旅を楽しんできました！峰山駅か
ら久美浜駅まで片道約30分の旅で
す。列車から見降ろす道路、お店の

裏側、草木の茂みの先はトンネル、
抜けると果樹園の風景…と、まばた
きする間もなく変わっていく景色は
知られざる丹後の風景かと思います。
　ドライバーの方は、ハンドルをた
まには切符に持ち替えてKTRの旅も
お楽しみください。
　公共交通に関しては7月8日に
「NPO法人持続可能なまちと交通を
めざす再生塾」の皆さんが、京丹後
にお越しになり、公共交通を利用し
て観光をされました。FMたんごで
は、対談収録を行い丹後の公共交通
についてお話しいただきました。そ
の中で京丹後の魅力の一つであるお

もてなしを生かすためにも公共交通
が必要であるという意見もありまし
た。この対談の様子は8月7日（火）
午前9時から放送しますので、ぜひ
お聴きください。
　8月5日（日）は野田川駅でファ
ン感謝デーに車内コンサート、お得
な記念切符も発売。楽しい企画いっ
ぱいのKTRに注目しましょ。
　さぁ優の列車の旅、久美浜駅に到
着した後、今度は峰山駅へと帰路の
車窓も楽しもう！のはずが、ついう
とうと (-_-)zzz。これも公共交通のい
いところかも…。

たんご 遊優宮川優の 見聞録

                       　　　　

 たんご・モーニング・サンド！　月～金　7:00 ～ 8:58
 京丹後市からのお知らせ　月～金　13:00 ～ 13:05、16:54 ～ 16:59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒
Check

15
カ
国
　
34
人
が
市
内
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

京
都
市
内
の
大
学
な
ど
に
通
う
留
学
生
34
人

が
、
７
月
７
日
、
８
日
の
二
日
間
、
市
内
の
27

家
庭
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
し
、ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
交
流
し
ま
し
た
。

　

市
国
際
交
流
協
会
と
（
公
財
）
京
都
府
国
際

セ
ン
タ
ー
の
共
催
で
、
タ
イ
、
台
湾
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ト
ン
ガ
な
ど
15

カ
国
の
留
学
生
が
参
加
。

　

餅
つ
き
体
験
や
酒
蔵
見
学
の
ほ
か
、
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
で
は
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
一
緒
に

料
理
や
市
内
散
策
を
す
る
な
ど
、
思
い
思
い
に

日
本
の
暮
ら
し
を
体
験
し
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
留
学
生
か
ら
は
、「
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
が
本
当
の
家
族
の
よ
う
に
温
か
く
迎
え
て

く
れ
た
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

餅
つ
き
体
験
を
楽
し
む
留
学
生

（
天
女
の
里
）

事務局（京丹後市企画政策課内☎69-0120）

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

時：８月１９日（日）開演 14：00　全席自由
料：大人 1,500円、子ども 800円（3歳～高校生）

 開演 14:00（開場 13:30）8/5（日）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

　長靴をはいたねこ
	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	大人（高校生以上）…2,000 円（当日 2,300 円）

　	子ども…1,700 円（当日 2,000 円）　全席自由

前売券
発売中

《夏休み特別企画》

主催 /（財）京都府丹後文化事業団　劇団かかし座

主催　京都府・（財）京都府丹後文化事業団 平成 24年度文化庁地域発・文化芸術創造発信イニシアチブ

たんご　子どもサマーミュージックフェスタ
地域の子ども合唱団 with京都フィルハーモニー室内合奏団

京都フィルハーモニー室内合奏団

平成 24年度「次世代文化継承・発展事業」（地域文化）

■まよなかのだいどころ モーリス・センダック／作
　冨山房

■宙（そら）の名前 林　完次／著
角川書店

今月のおすすめ

広報クイズ 京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

ハンドルから切符へ…

　今年７月まで、外国語指導助手（ＡＬ
Ｔ）として、市内の小中学校で英語を教

えていた米国人ジョナサン・ミュザックさん（28）
が、日本の風景や暮らしぶりなどを描いたペン画（約
380 点）の作品集「ＪＡＰＡＮ 365」を自費出版さ
れました。この度、出版記念として、市内の各図書館・
室へ寄贈いただきました。ありがとうございました。

寄贈いただいた、ペン画の作品集「ＪＡＰＡＮ365」

nav i nav inav inav inav i nav inav i

　あみの図書館で、6月27日、“おはなしの語り手”
藤井いづみさんをお招きし、「子どもたちの心に昔ば
なしをとどけよう」をテーマとした講演会（主催：あ
みの読み聞かせボランティアの会）を開催しました。
　定員を上回る54人が参加し、「語り」の特徴や魅
力について学びました。講演後、「語り」の実演では、
先生の心地よいおはなしの世界に引き込まれました。

「語り」の特徴や魅力を説明する藤井いづみさん（あみの図書館）

「語り」の特徴や魅力を学ぶ
あみの図書館

  おわびと訂正　

　◆ 7月号 21ページの金賞作品受賞者で、岡田佳
●

佑
●

君とある

　　のは、佳
●

祐
●

君の誤りでした。訂正しておわびします。

市ＡＬＴのミュザックさんから、ペン画
の作品集を寄贈いただきました

新規採用 ［7 月1日付 ]

市職員人事異動

弥栄病院 《看護部》

異動 ［7 月1日付 ]※カッコ内は前所属

久美浜病院 《薬剤部》

尾上
田中
山本

助産師
看護師
看護師

あゆ味
さゆり
江里子

医療部大宮診療所

稲葉
田中 

弘樹 

看護師
看護師

由佳里
沙小理

看護師 吉岡 鈴子
（弥栄病院看護部　看護師）

薬剤師 津山
久美浜病院 《看護部》

2627 2012.08 2012.08

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）
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若者・よそ者・ばか者がまちをかえる

若さあふれるひと・地域のよさを発見してくれる人・ひとつのことに夢中に打ち込むヒト

▼
梅
雨
も
明
け
、
い
よ
い
よ
本
格
的

な
夏
到
来
。
各
所
で
、
節
電
対
策

が
進
ん
で
い
ま
す
が
、
図
書
館
や

観
光
施
設
な
ど
の
ク
ー
ル
ス
ポ
ッ

ト
で
涼
む
の
が
お
ス
ス
メ
で
す
。
今

月
の
表
紙
の
場
所
も
そ
の
ひ
と
つ
。

ど
こ
か
分
か
り
ま
し
た
か
？
撮
影

日
は
、
気
温
30
度
を
超
す
真
夏
日
で

し
た
が
、“
ヒ
ン
ヤ
リ
”
と
し
て
気

持
ち
良
か
っ
た
で
す
▼
い
よ
い
よ
、

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
幕
し
ま
す
。
今

回
の
見
ど
こ
ろ
と
言
え
ば
…
。
そ

う
、
京
丹
後
市
出
身
で
メ
ダ
ル
の

期
待
が
か
か
る
高
谷
惣
亮
選
手
（
網

高
卒
・
23
）
が
レ
ス
リ
ン
グ
競
技
（
８

月
８
日
～
）
に
出
場
さ
れ
ま
す
。
世

界
の
頂
点
に
立
つ
の
を
期
待
し
て

応
援
し
ま
し
ょ
う
！
▼
と
こ
ろ
で
、

皆
さ
ん
、
今
目
指
し
て
い
る
事
っ
て

あ
り
ま
す
か
？
今
回
の
取
材
で
は
、

そ
れ
ぞ
れ
「
あ
る
目
標
」
に
向
か
っ

て
努
力
し
て
い
る
方
に
多
く
出
会

い
ま
し
た
。
共
通
す
る
こ
と
は
、「
生

き
生
き
」
と
し
て
い
る
こ
と
。
こ
ち

ら
ま
で
、
元
気
を
分
け
て
も
ら
い

ま
し
た
▼
〝
何
か
に
向
か
っ
て
頑
張

る
人
は
輝
い
て
見
え
る
”。
私
の
明

る
さ
は
ど
の
く
ら
い
か
な
…
／
樹

男	 28,954人	 （－5）
女	 30,969人	（－29）
計	 59,923人	 （－34）
世帯数	 22,307世帯	（＋12）
7月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳による。

人口・世帯数

広報きょうたんご9月号は8月24日に発行します。

京丹後宿おかみさんの会

お
客
様
に
最
高
の

　
　
　
　
お
も
て
な
し
を

“笑顔”で京丹後を宣伝する

28

乗客に観光案内を行うおかみさんの会のメンバー。左か
ら2番目が和田座長（「ＫＴＲ特急はしだて」内）

　「
京
丹
後
の
い
ろ
ん
な
魅
力
を
伝
え
た
い
」
―
。

ピ
ン
ク
色
の
ち
り
め
ん
法
被
姿
で
京
丹
後
を
宣
伝

す
る
女
性
グ
ル
ー
プ
が
あ
る
。「
京
丹
後
宿
お
か

み
さ
ん
の
会
（
和
田
直
子
座
長
25
人
）」
だ
。
女

性
な
ら
で
は
の
ア
イ
デ
ア
を
取
り
入
れ
、
楽
し
み

な
が
ら
活
動
を
続
け
て
い
る
。

◆　
　
　
　
◆　
　
　
　
◆

　
平
成
19
年
９
月
、
市
内
23
軒
の
旅
館
な
ど
の
お

か
み
が
集
ま
り
設
立
。「
地
元
の
良
さ
を
伝
え
た

い
」「
お
客
さ
ん
に
満
足
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
共
通

の
思
い
を
持
つ
者
同
士
が
交
流
促
進
や
観
光
客
誘

致
な
ど
を
目
的
に
活
動
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
法
被
は
、
ち
り
め
ん
製
。
染
色

の
技
術
指
導
を
受
け
て
自
ら
無
地
染
め
し
た
。

　
主
な
活
動
内
容
は
、
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
な
ど
で
の
市
内
の
宣
伝
と
、
情
報
収

集
で
あ
る
。
お
客
さ
ん
の
多
岐
に
わ
た
る

質
問
や
要
望
に
応
え
る
た
め
、
学
習
会

は
も
ち
ろ
ん
、
市
内
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
や

体
験
施
設
な
ど
に
足
を
運
ぶ
。
本
物
の

良
さ
を
、
よ
り
正
確
に
伝
え
る
た
め
で

あ
り
、
単
な
る
受
け
売
り
言
葉
と
し
な

い
と
こ
ろ
が
、
プ
ロ
意
識
の
表
わ
れ
だ
。

先
進
地
視
察
や
関
係
団
体
と
の
交
流
も

図
る
。
よ
り
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
す
る
た
め
の
も
の
で
、
こ
の
こ
と
で
新

た
な
取
り
組
み
も
生
ま
れ
て
い
る
。

　
活
動
の
一
つ
に
「
ア
テ
ン
ド
列
車
」
の

取
り
組
み
が
あ
る
。
毎
月
第
１
土
曜
日
に
、
北
近

畿
タ
ン
ゴ
鉄
道
（
Ｋ
Ｔ
Ｒ
）
特
急
列
車
内
で
、
観

光
客
な
ど
に
市
内
の
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
。
ば
ら
寿

司
や
新
米
お
に
ぎ
り
、
サ
ザ
エ
ご
飯
な
ど
を
振
る

舞
う
。こ
の
７
月
に
は
、“
七
夕
の
日
”に
ち
な
ん
で
、

短
冊
を
配
布
す
る
な
ど
し
た
。
お
客
さ
ん
を
“
待

つ
”
の
で
は
な
く
、“
出
迎
え
る
”
と
い
う
も
て
な

し
の
精
神
か
ら
だ
。

　
ま
た
、「
着
物
の
れ
ん
に
よ
る
街
並
み
づ
く
り
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
進
め
て
い
る
。
近
隣
市
の
取
り

組
み
を
参
考
に
、
市
商
工
会
女
性
部
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
る
。
き
っ
か
け
は
３
年
前
。「
は
だ

し
の
コ
ン
サ
ー
ト
」
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
、
掛
津

区
民
の
協
力
を
得
て
、
軒
先
な
ど
に
掲
げ
た
の
が

始
ま
り
だ
。
の
れ
ん
は
、
タ
ン
ス
に
眠
っ
て
い
る

絹
の
着
物
を
生
地
に
仕
立
て
た
も
の
で
、
色
鮮
や

か
な
光
景
が
評
判
と
な
り
、
今
日
で
は
、
夏
の
催

事
で
も
使
わ
れ
て
い
る
。
お
か
み
さ
ん
に
と
っ
て

着
物
は
身
近
な
存
在
。
愛
着
を
持
つ
か
ら
こ
そ
、

着
物
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
い
う
思
い
が
実
現

し
、
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。

　

同
会
が
発
足
し
て
、
ま
も
な
く
５
年
。「
会
の

活
動
を
通
し
て
、情
報
共
有
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
、
会
員
の
企
画
力
や
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

が
向
上
す
る
な
ど
の
効
果
が
出
て
い
る
」
と
座
長

の
和
田
直
子
さ
ん
（
久
美
浜
町
湊
宮
）
は
話
す
。

他
団
体
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
広
が
り
、
今
後
も

地
域
の
魅
力
を
取
り
入
れ
た
活
動
を
予
定
し
て
い

る
。「
ま
ず
は
自
分
た
ち
が
楽
し
む
こ
と
が
一
番
。

自
分
た
ち
が
生
き
生
き
と
し
て
い
れ
ば
、
京
丹
後

は
元
気
だ
と
思
っ
て
も
ら
え
る
。
こ
れ
か
ら
も
女

性
パ
ワ
ー
で
頑
張
り
た
い
」(
和
田
座
長
）。
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